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先
日
、
私
立
学
校
に
関
す
る
会

議
の
た
め
、
東
京
に
参
り
ま
し

た
。
そ
の
折
、
東
京
駅
を
通
り
な

が
ら
雑
踏
の
な
か
で
芭
蕉
の
旅
を

思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

俳
人
松
尾
芭
蕉
は
奥
の
細
道
へ

の
旅
立
ち
に
『
月
日
は
百
代
の
過

客
に
し
て
、
行
か
ふ
年
も
又
旅
人

也
』。「
船
頭
や
馬
子
と
し
て
客
を

待
つ
人
た
ち
も
、
皆
年
月
を
重
ね

旅
人
の
よ
う
な
も
の
」
と
表
現
し

ま
し
た
。
芭
蕉
は
、
そ
の
思
い
の

な
か
で
人
生
い
ろ
い
ろ
、
み
ん
な

も
色
々
な
ど
と
歌
の
文
句
に
出
て

き
そ
う
な
場
面
に
遭
遇
し
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

独
り
の
人
間
に
は
其
々
の
人
生

が
あ
り
ま
す
が
、
学
生
・
生
徒
の

皆
さ
ん
は
進
む
べ
き
人
生
の
方
向

を
心
に
刻
ん
で
い
る
も
の
と
思
い

ま
す
。
如
何
で
し
ょ
う
か
。

　

学
生
時
代
に
歴
史
を
学
ん
で
い

た
私
は
、
そ
れ
な
り
の
専
門
分
野

を
生
か
し
て
行
け
れ
ば
と
思
い
な

が
ら
、
単
位
履
修
に
苦
労
し
た
こ

と
が
残
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
後
、

適
当
な
仕
事
が
見
つ
か
ら
ず
、
親

の
勧
め
も
あ
っ
て
就
職
し
、
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
気
が
付
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
一
人
の
人
間
と

し
て
生
き
て
行
く
為
に
必
要
最
低

限
の
常
識
・
礼
儀
す
ら
会
得
し
て

居
な
い
と
い
う
現
実
に
直
面
し
た

の
で
す
。
恥
か
き
の
日
々
は
苦
し

さ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

大
学
を
卒
業
し
た
の
だ
か
ら
一

人
前
だ
、
立
派
な
社
会
人
だ
と
言

理事長･学園長
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人
生
を
訪
ね
て

人
生
を
訪
ね
て

え
な
い
自
分
を
恥
じ
、
懸
命
に
常

識
を
学
び
、
仕
事
に
邁
進
し
ま
し

た
が
、
大
き
な
病
に
遭
遇
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
長
い
療
養
中

に
許
さ
れ
た
唯
一
の
楽
し
み
が
読

書
で
し
た
。

　

様
々
な
種
類
の
本
を
読
み
進
め

た
な
か
で
多
種
多
様
な
人
物
像
と

の
出
逢
い
が
あ
り
ま
し
た
。
漸
く

嬉
し
い
め
ぐ
り
逢
い
が
あ
り
、
自

分
の
進
む
べ
き
方
向
を
見
つ
け
、

読
書
の
素
晴
ら
し
さ
を
も
体
験
し

た
の
で
す
。

　

出
逢
い
は
江
戸
時
代
を
築
い
た

徳
川
家
康
（
山
岡
荘
八
著
）
で
し

た
。
家
康
の
人
生
訓
を
紹
介
す
る

に
は
長
す
ぎ
ま
す
の
で
簡
単
に
紹

介
し
ま
す
。

　
「
一
生
は
重
き
荷
を
背
負
い
、

我
慢
し
、
急
が
ず
、
不
自
由
を
常

と
し
、
慎
ん
で
、
怒
ら
ず
、
勝
つ
事

ば
か
り
考
え
て
は
自
分
に
害
と
な

る
か
ら
、
自
分
を
戒
め
て
、
他
人

を
責
め
な
い
こ
と
が
肝
心
な
の

で
、
及
ば
な
い
こ
と
は
過
ぎ
た
る

よ
り
優
る
」
と
し
て
い
る
の
で
す
。

謙
虚
さ
と
慎
重
さ
に
驚
き
感
銘
い

た
し
ま
し
た
。

　

今
は
も
う
秋
、
読
書
の
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
耳
を
澄
ま
せ
ば
心

を
静
め
る
虫
の
音
が
落
ち
着
い
た

環
境
を
整
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

本
の
ペ
ー
ジ
を
捲
り
な
が
ら
、
自

分
探
し
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
顧

み
る
と
長
ら
く
の
コ
ロ
ナ
疲
れ
も

あ
る
で
し
ょ
う
が
、
我
慢
を
重
ね

て
き
て
い
る
日
々
を
思
い
出
し
、

災
い
転
じ
て
福
と
な
す
生
き
方
を

考
え
る
の
も
楽
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

ま
も
な
く
待
望
の
『
も
み
じ

会
』
を
開
催
出
来
る
で
し
ょ
う
。

先
輩
の
皆
さ
ん
が
残
し
た
レ
ガ

シ
ー
を
引
き
継
ぎ
ま
し
ょ
う
。
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も
み
じ
会
初
日
に
開
館
式

館
長
　
齋
藤 

美
保
子

個性あふれる作品が並んだ美術展

藍染の手ぬぐいを贈った学生

■■ 　
第
４
回
郡
山
開
成
学
園
美
術

展
は
８
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で

郡
山
市
う
す
い
百
貨
店
で
開
か

れ
た
。

　

短
期
大
学
部
地
域
創
成
学
科

の
学
生
を
は
じ
め
、
短
大
、
附

属
高
校
の
教
員
、
卒
業
生
、
生

涯
学
習
講
座
の
受
講
者
ら
の
作

品
約
40
点
が
出
品
さ
れ
た
。

　

油
彩
、
水
彩
、
デ
ザ
イ
ン
、

彫
刻
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
あ

ふ
れ
る
力
作
が
並
び
、
訪
れ
た

人
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
。

■ ■ 　
短
期
大
学
部
地
域
創
成
学
科

の
学
生
に
よ
る
藍
染
研
究
会
は

7
月
、
校
舎
の
修
繕
作
業
に
当

た
る
工
事
関
係
者
へ
手
作
り
の

手
ぬ
ぐ
い
と
タ
オ
ル
を
贈
っ
た
。

　

猛
暑
の
下
で
作
業
を
す
る
人

た
ち
に
防
臭
と
殺
菌
効
果
の
あ

る
藍
で
染
め
た
品
物
を
使
っ
て

も
ら
お
う
と
申
し
出
た
。
研
究

会
の
１
年
生
３
人
が
代
表
し
て

工
事
を
請
け
負
っ
た
遠
藤
工
務

店
の
竹
田
太
社
長
へ
手
渡
し
た
。

　

今
年
度
、学
園
運
営
組
織
の
中

に
附
属
機
関
の
ひ
と
つ
と
し
て「
郡

山
女
子
大
学　

生
活
文
化
博
物

館
」が
設
置
さ
れ
、従
来
の「
日
本

風
俗
美
術
館
」を
整
備
し
て
、教

育
・
研
究
資
料
を
収
集
、保
管
、展

示
す
る
新
た
な
博
物
館
が
開
館
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。来
年
度
、

博
物
館
と
し
て
の
登
録
を
福
島
県

に
申
請
す
る
こ
と
を
目
指
し
、「
開

館
記
念
展
」を
準
備
し
て
き
ま
し

た
。せ
せ
ら
ぎ
小
道
沿
い
の
表
示
が

一
新
さ
れ
、角
丸
長
方
形
の
横
長

案
内
板
が
立
っ
た
の
を
、目
に
し
た

方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

展
示
の
中
核
は
、昭
和
41
年
か
ら

59
年
ま
で
、卒
業
記
念
と
し
て
代
々

の
卒
業
生
が
購
入
し
て
く
だ
さ
っ

た
、服
飾
史
家
、井
筒
雅
風
氏
監
修

で
仕
事
に
取
り
組
む
姿
勢
は
人
間

性
を
高
め
て
い
く
の
で
、時
代
が
変

わ
って
も
大
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

行
動
に
移
す
こ
と
で
成
長
で
き
る
の

で
、ス
キ
ル
を
磨
き
何
事
も
挑
戦
し

て
ほ
し
い
。

の
日
本
服
飾
史
を
再
現
し
た
等
身

大
の
人
形
35
体
で
す
。そ
こ
に
名
誉

学
園
長
、関
口
富
左
先
生
が
収
集

さ
れ
た
絵
画
や
陶
磁
器
等
が
加
わ

り
、さ
ら
に
、開
館
を
記
念
す
る
最

初
の
企
画
展
と
し
て
、学
園
の
各
行

事
の
際
に
特
注
さ
れ
た
染
織
や
漆

芸
等
の
優
品
の
数
々
を
展
示
し
ま

し
た
。

　

今
後
こ
の
博
物
館
を
通
し
て
、学

園
の
歴
史
と
伝
統
、教
育・研
究
資

料
を
守
り
つ
つ
、学
内
外
に
対
し
て

の
新
た
な
発
信
に
寄
与
し
て
参
り

ま
す
。

　

生
活
文
化
博
物
館
の
開
館
式
は

10
月
27
日
㈭
、も
み
じ
会
の
開
場
式

に
引
き
続
き
行
わ
れ
る
。

就
職
部
よ
り

館内を見学する学生

栄養指導の準備をする学生＝郡山市立橘小学校

数々の歌曲を披露した腰越さん

梅田さんの伴奏で歌う腰越さん

　

ま
た「
開
館
記
念
展
」に
先
行
し

て
第
２
１
６
回
芸
術
鑑
賞
講
座
と

し
て
学
生
の
館
内
見
学
を
９
月
に

実
施
し
た
。

　

第
２
１
５
回
芸
術
鑑
賞
講
座
は

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
腰
越
満
美
さ
ん
を

迎
え
て
６
月
８
日
、建
学
記
念
講
堂

で
開
か
れ
た
。

　
コロ
ナ
禍
の
た
め
同
講
座
で
生
の

演
奏
を
聴
く
の
は
３
年
ぶ
り
。東
京

二
期
会
会
員
で
桐
朋
学
園
大
学
教

授
も
務
め
る
腰
越
さ
ん
は
、ピ
ア
ノ

伴
奏
の
梅
田
朋
子
さ
ん
と
共
に
ス

テ
ー
ジ
に
立
っ
た
。

　

前
半
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
歌
曲
や

プッ
チ
ー
ニ
の
オ
ペラ
ア
リ
ア
な
ど
、後

半
は
北
原
白
秋
作
詞
、山
田
耕
作

作
曲
の「
こ
の
道
」、武
満
徹
作
詞
作

曲
の「
小
さ
な
空
」な
ど
日
本
の
歌

曲
を
歌
い
上
げ
た
。学
生
･
生
徒
ら

は
、数
々
の
オ
ペ
ラ
の
舞
台
で
ソ
リ
ス

ト
を
務
め
る
腰
越
さ
ん
の
歌
声
に
引

き
込
ま
れ
、感
動
の
拍
手
を
送
っ
た
。

　

公
演
は
感
染
症
拡
大
防
止
に
配

慮
し
、午
前
が
附
属
高
校
生
、午
後

は
大
学
･
短
大
生
（
一
部
は
リ

モ
ー
ト
配
信
）の
２
回
に
わ
た
り
行

わ
れ
た
。

腰
越
さ
ん
の
歌
に
感
動

た
事
、将
来
自
分
が
や
り
た
い
事
や

こ
れ
か
ら
大
学
で
学
び
た
い
事
が
明

確
に
な
り
、自
分
自
身
を
省
み
る
良

い
機
会
に
な
っ
た
。実
際
の
仕
事
で
求

め
ら
れ
る
レベル
の
高
さ
や
進
め
方
を

実
感
し
て
、社
会
の
厳
し
さ
に
気
づ

き
、こ
れ
か
ら
の
学
習
意
欲
に
つ
な
げ

る
良
い
機
会
に
も
なった
よ
う
だ
。

　

受
け
入
れ
先
に
は
卒
業
生
も
多

く
お
り
、学
生
時
代
に
思
い
を
馳
せ

な
が
ら
語
り
、地
域
貢
献
し
て
い
る

姿
は
掛
け
替
え
の
な
い
存
在
で
あ
り

頼
も
し
かっ
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
広

く
地
域
企
業
と
の
連
携
を
図
り
、

互
い
に
協
力
で
き
る
体
制
を
構
築

す
る
方
法
を
検
討
し
て
い
く
の
も

今
後
の
課
題
で
あ
る
。ま
た
、本
気

　

今
年
度
の
イ
ン
タ
ー
ン
シッ
プ
は
新

型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
の
拡
大

に
伴
い
、昨
年
よ
り
も
受
け
入
れ
が

厳
し
く
、変
更
や
中
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
13
件
あ
っ
た
が
、83

名（
大
学
58
名
･
短
大
25
名
）の
学

生
が
、３
日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
無
事
終
了
し
た
。学
生
の
た
め
に

貴
重
な
時
間
を
費
や
し
、プ
ロ
グ
ラ
ム

を
組
み
、ま
だ
実
習
経
験
の
な
い
学

生
を
受
け
入
れ
て
頂
い
た
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

9
月
5
日
の
報
告
会
で
は
、率
直

な
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
た
。目
標

を
設
定
し
た
が
自
分
に
足
り
な
かっ

藍
染
の
手
ぬ
ぐ
い
贈
る

高校の教諭に説明する主任ら

■ ■ 　
高
校
の
進
路
指
導
担
当
教
諭

ら
を
対
象
に
し
た
２
０
２
３
年

度
大
学
・
短
期
大
学
部
教
育
内

容
及
び
入
学
者
選
抜
実
施
方
法

等
説
明
会
は
６
月
24
日
に
開
か

れ
た
。

　

県
内
外
か
ら
40
校
43
人
が
参

加
し
た
。
関
口
修
学
長
が
挨
拶

し
た
後
、
各
学
科
の
主
任
が
教

育
内
容
や
求
め
る
学
生
像
、
入

学
者
選
抜
方
法
な
ど
を
説
明
。

奨
学
金
・
特
待
生
制
度
、
就
職

状
況
な
ど
も
紹
介
し
た
。
個
別

面
談
も
行
い
、
各
学
科
や
部
局

ご
と
に
相
談
を
受
け
た
。

教
育
内
容
や
入
試
方
法
説
明

郡
山
開
成
学
園
美
術
展

日
本
風
俗
美
術
館
か
ら

　
　
　 

生
活
文
化
博
物
館
へ

芸
術
鑑
賞
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○家政学部
　生活科学科 社会福祉専攻・建築デザイン専攻 40名
　食物栄養学科  80名
健康栄養学科  70名
幼児教育学科 幼児教育コース 125名
 チャイルドミュージックコース 15名程度
地域創成学科  80名

　

学
生
募
集
の
一
環
と
し
て
２
年

目
を
迎
え
た「
ち
ょっ
と
サ
キ
ド
リ
！

女
子
大
生
」は
、５
月
か
ら
各
学
科

で
取
り
組
み
、８
月
末
ま
で
に
30
講

座
を
終
了
し
た
。

　

本
学
を
志
望
す
る
高
校
生
ら
が

実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
授
業
を
体

験
し
、ひ
と
足
先
に
大
学
の
雰
囲
気

を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
。

今
年
度
は
、初
年
度
に
比
べ
実
施
件

数
、内
容
と
も
充
実
を
図
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
生
活
科
学
科（
社
会

福
祉
専
攻
･
建
築
デ
ザ
イ
ン
専
攻
）

は
高
校
の
夏
休
み
に
入
っ
た
７
月
下

　

も
み
じ
会
協
賛
の
第
２
１
７
回

芸
術
鑑
賞
講
座「
日
本
画
展
」は
10

月
４
日
㈫
か
ら
９
日
㈰
ま
で
建
学

記
念
講
堂
展
示
ロ
ビ
ー
で
開
催
す

る
。
　

室
町
時
代
の
水
墨
画
の
雪
舟
か

ら
、古
来
の
大
和
絵
の
流
れ
を
く
む

土
佐
派
や
水
墨
画
と
大
和
絵
を
融

合
進
化
さ
せ
た
狩
野
派
な
ど
江
戸

時
代
ま
で
栄
え
た
系
譜
の
作
家
、明

治
時
代
以
降
の
横
山
大
観
、菱
田

春
草
、上
村
松
園
、鏑
木
清
方
ら
の

作
品
50
点
余
を
展
示
す
る
。

　
４
日
は
午
前
10
時
か
ら
、5
日
以

降
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４

時
ま
で
一
般
公
開
す
る
。

　

今
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パス
は

６
月
か
ら
９
月
ま
で
４
回
開
催
さ
れ
、

高
校
生（
過
年
度
卒
･
編
入
学
志

望
者
含
む
）７
５
１
人
、同
伴
者
４
２

４
人
の
計
１
１
７
５
人
が
参
加
し
た
。

　

各
回
と
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
対
策
を
取
り
な
が
ら
、建

学
記
念
講
堂
を
使
っ
て
全
体
会
を

実
施
し
、関
口
修
学
長
の
挨
拶
、本

学
の
学
び
と
特
長
や
学
友
会
活
動

の
説
明
な
ど
を
繰
り
広
げ
た
。

　

各
学
科
に
分
か
れ
て
の
入
試
対

策
の
説
明
、模
擬
授
業
、在
学
生
と

の
交
流
･
懇
談
な
ど
も
参
加
者
か

ら
好
評
を
得
た
。

　

第
76
回
も
み
じ
会
は
10
月
27
日

㈭
、28
日
㈮
に
開
催
さ
れ
る
。

　

学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園
の
建

学
の
精
神
に
基
づ
き
、日
頃
の
教
育

学
習
成
果
を
学
内
や
地
域
社
会
へ

広
く
紹
介
す
る
場
と
し
て
催
す
。過

去
３
年
は
大
雨
被
害
や
コロ
ナ
禍
で

中
止
か
、学
内
発
表
だ
っ
た
た
め
、４

年
ぶ
り
の
一
般
公
開
と
な
る
。

　
テ
ー
マ
は「
不
易
と
流
行
〜
地
域

社
会
の
復
興
〜
」。受
け
継
が
れ
る

伝
統
や
揺
る
ぎ
な
い
信
念
な
ど
変

わ
ら
な
い
も
の
と
、時
代
の
変
化
に

応
え
て
新
た
に
創
り
だ
し
て
い
く
も

の
の
融
合
を
示
す
。

　

大
学
院
、大
学
、短
期
大
学
部
、

附
属
高
校
、附
属
幼
稚
園
の
学
習

成
果
の
展
示
発
表
を
は
じ
め
、大
学

と
短
大
学
友
会
の
ク
ラ
ブ
･
サ
ー
ク

ル
や
附
属
高
校
の
部
活
動
の
発
表

も
行
う
。

　

27
日
は
午
前
10
時
か
ら
開
場
式

を
行
っ
た
後
、午
後
３
時
30
分
ま
で

一
般
公
開
す
る
。28
日
は
午
前
10

時
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で
様
々

な
発
表
を
行
う
。

建築史のプレゼンを学ぶ高校生

幼児教育学科の模擬授業

も
み
じ
会

テ
ー
マ 「
不
易
と
流
行
」 

４
年
ぶ
り
公
開
へ

10
月
27
･
28
日
開
催

■2023年度入学者選考に関する日程一覧

出願
期間

選考日

合格
発表日
入
学
手
続
期
間

【附属高等学校】普通科…80名／音楽科…15名／美術科…20名／食物科…35名（昨年度）

特　待　生 一　般　生
専　願 併　願

推　薦　生

入学者選考に関する日程 附 属 高 等 学 校

令和5年1月5日㈭　9:00～16:00　1月6日(金)　9:00～12:00
【郵送の場合、令和4年12月14日㈬～令和5年1月6日㈮必着まで】

令和5年1月18日㈬ 令和5年1月19日㈭

令和4年1月25日㈬　12：00

令和5年1月26日㈭～2月3日㈮
令和5年1月26日㈭

 ～2月 3 日㈮

令和5年１月18日㈬
　　　　1月19日㈭
※部活動特待生は18日のみ

【第１次】令和5年1月26日㈭
 ～2月 3 日㈮
【第２次】～3月 16日㈭

【第１次】令和5年1月26日㈭
 ～2月 3 日㈮
【第２次】～3月 16日㈭

併願推薦生

専願推薦生

2023年度 入学者選抜日程
選抜種類 出願期間 選抜日 合否通知発送日 入学手続き締切日

専願
専願
専願
専願
専願
専願
専願
専願
専願
専願
併願可
併願可
併願可
併願可
併願可
併願可

Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期
Ⅰ期
Ⅱ期

Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期

指定校推薦

総合型

公募推薦

総
合
型
選
抜

学
校
推
薦
型
選
抜

社会人･特別
選抜

一 般 選 抜

大学入学
共通テスト利用
選抜

特別特待生
特待生

専門学科･
総合学科推薦

 10 月 15 日㈯
12 月 17 日㈯
 2 月 27 日㈪
 11 月 5 日㈯
 11 月 5 日㈯
 12 月 17 日㈯
 3 月 20 日㈪
 11 月 5 日㈯
 12 月 17 日㈯
 11 月 5 日㈯
 11 月 5 日㈯
 11 月 5 日㈯
 12 月 17 日㈯
 2 月 4 日㈯
 2 月 27 日㈪
 3 月 20 日㈪
 2 月 4 日㈯
 2 月 27 日㈪
 3 月 20 日㈪

 10 月 21 日㈮
 12 月 23 日㈮
 3 月 3 日㈮
 11 月 15 日㈫
 11 月 15 日㈫
12 月 23 日㈮
 3 月 24 日㈮
 11 月 15 日㈫
 12 月 23 日㈮
11 月 15 日㈫
11 月 15 日㈫
11 月 15 日㈫
 12 月 23 日㈮
 2 月 13 日㈪
 3 月 3 日㈮
 3 月 24 日㈮
 2 月 13 日㈪
 3 月 3 日㈮
 3 月 24 日㈮

 11 月 4 日㈮
 1 月 12 日㈭
 3 月 17 日㈮
 11 月 29 日㈫
 11 月 29 日㈫
 1 月 12 日㈭
 3 月 31 日㈮
 11 月 29 日㈫
 1 月 12 日㈭
 11 月 29 日㈫
 11 月 29 日㈫
 11 月 29 日㈫
 1 月 12 日㈭

 3 月 17 日㈮
 3 月 31 日㈮

 3 月 17 日㈮
 3 月 31 日㈮

 9 月 12 日㈪～ 9 月 30 日㈮
 11 月 15 日㈫～ 12 月 8 日㈭
 2 月 6 日㈪～ 2 月 17日㈮
 10 月 11 日㈫～ 10 月 25日㈫
 10 月 11 日㈫～ 10 月 25日㈫
 11 月 15 日㈫～ 12 月 8 日㈭
 3 月 6 日㈪～ 3 月 13 日㈪
 10 月 11 日㈫～ 10 月 25日㈫
 11 月 15 日㈫～ 12 月 8 日㈭
 10 月 11 日㈫～ 10 月 25日㈫
 10 月 11 日㈫～ 10 月 25日㈫
 10 月 11 日㈫～ 10 月 25 日㈫
 11 月 15 日㈫～ 12 月 8 日㈭
 1 月 10 日㈫～ 1 月 26 日㈭
 2 月 6 日㈪～ 2 月 17 日㈮
 3 月 6 日㈪～ 3 月 13 日㈪
 1 月 10 日㈫～ 1 月 26日㈭
 2 月 6 日㈪～ 2 月 17 日㈮
 3 月 6 日㈪～ 3 月 13 日㈪

専願
専願
専願

Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期

【第1回】2月24日㈮／【第2回】3月17日㈮

【第1回】2月24日㈮／【第2回】3月17日㈮

Ⅰ期・Ⅱ期選抜は、それぞれ
の学科・専攻においてⅠ期
の合格者数により、選抜を
実施しない場合があります。

大
学
･
短
期
大
学
部

※大学入学共通テスト利用は短期大学部のみ面接等を実施します。

※大学院人間生活学研究科（４
月入学）は修士課程10名、博士
課程３名。大学３年次編入は
両学科とも各10名。短期大学
部専攻科文化学専攻・幼児教
育学専攻は各10名。

◇募集人員
【大　　　学】

【短期大学部】

旬
に
集
中
し
て
開
講
し
、参
加
者
が

大
学
生
と
一
緒
に
受
講
し
た
。建

築
デ
ザ
イ
ン
専
攻
の「
建
築
史
」の

講
義
で
は
、学
生
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
聴
き
、互
い
に
発
表
を
評

価
し
て
プ
レ
ゼ
ン
技
術
を
高
め
る
内

容
を
興
味
深
く
体
験
し
た
。

　

短
期
大
学
部
健
康
栄
養
学
科
は

来
年
２
月
５
日
に
高
校
１
、２
年
生

を
対
象
に
し
た
講
座
を
開
く
。行

事
食
を
テ
ー
マ

に
バレ
ン
タ
イ
ン

デ
ー
を
控
え

「
ガ
ト
ー
シ
ョコ

ラ
」作
り
を
実

習
す
る
。

（
５
歳
児
）各
若
干
名
。

  

「
よ
く
み
る 

よ
く
き
く 

よ
く
か
ん

が
え
て
」を
教
育
目
標
に
、友
だ
ち
と

の
遊
び
を
通
し
て
、幼
児
期
に
必
要

な
協
働
性
や
思
考
力
を
育
み
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
同
幼
稚
園　

電

話
０
２
４（
９
２
３
）４
０
０
１
へ
。

　

附
属
幼
稚
園
は
10
月
１
日
か
ら

令
和
５
年
度
の
入
園
願
書
受
付
を

開
始
し
ま
す
。

　

対
象
は
平
成
29
年
４
月
２
日
か

ら
令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
お
子
さ
ん
。募
集
人
数
は
満
３

歳
児
20
名
、年
少
児（
３
歳
児
）25

名
、年
中
児（
４
歳
児
）と
年
長
児

10
月
１
日
か
ら
願
書
受
付
開
始

附
属
幼
稚
園

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

４
回
で
１
１
７
５
人
参
加

10
月
４
〜
９
日
公
開

芸
鑑「
日
本
画
展
」は

高
校
生
か
ら
高
い
関
心

ち

と
ょっ

サ
キ
ド
リ

来
年
２
月
に
も
１
講
座

※
※

※

2023年度

　 



開成の杜（4）

し
ま
し
た
。今
年
度
、県
代
表
と
し

て
選
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と
に
誇
り

と
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
み
た
い
と

決
意
し
、全
員
が一つ
に
な
っ
て
演
奏

演
技
す
る
こ
と
を
目
標
に
練
習
を

重
ね
ま
し
た
。当
日（
７
月
31
日
）は

と
て
も
暑
い
中
で
の
パレ
ー
ド
で
し
た

が
、沿
道
か
ら「
が
ん
ば
れ
ー
」と
い

う
声
援
や
大
き
な
拍
手
を
い
た
だ

き
、と
て
も
嬉
し
く
、こ
の
よ
う
な
場

に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

第
50
回
音
楽
科
･
合
唱
部
定
期

演
奏
会
を
7
月
16
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
一
般
公
開
す
る
こ
と

が
で
き
、コロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、

少
し
ず
つ
日
常
の
活
動
を
取
り
戻

せ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

合
唱
部
の
校
歌
を
は
じ
め
音
楽

科
の
様
々
な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
披
露

し
、日
頃
の
努
力
の
成
果
を
発
揮
し

ま
し
た
。音
楽
科
の
3
年
生
に
と
っ

て
記
念
講
堂
の
ス
テ
ー
ジ
で
演
奏
す

る
の
は
初
め
て
の
経
験
で
、堂
々
と

演
奏
す
る
姿
を
保
護
者
の
皆
様
に

観
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
徒
が
中
心
と
な
って
演
奏
会
の
運

営
を
行
っ
た
こ
と
も
大
き
な
学
び
と

な
り
ま
し
た
。

つ
の
行
動
に
責
任
と
感
謝
の
心
を

持
ち
、競
技
者
と
し
て
更
な
る
成
長

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
体
操
部
７
名
は
、香
川
県
高

松
市
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
ま
し
た
。団
体

競
技
は
３４
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

ミ
ス
を
恐
れ
ず
全
力
で
演
技
を
す

る
こ
と
で
、ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
ク
ー

ル
な
演
技
を
表
現
し
ま
し
た
。団
体

演
技
の
曲
名
「
w
e
r
u
n
n
in

（
私
た
ち
は
走
って
い
る
）」の
よ
う
に
、

７
名
の
心
を
一
つ
に
し
て
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
走
り
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。私
た
ち

を
支
え
て
く
れ
る
人
た
ち
に
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、こ
れ
か
ら
も

練
習
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ご
声

援
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　

高
知
県
高
知
市
で
行
わ
れ
た
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
剣
道
競
技
女
子
個
人
戦

に
３
年
の
井
上
由
海
が
出
場
し
ま
し

た
。３
年
間
の
思
い
を
剣
道
で
表
現

し
よ
う
と
、気
持
ち
を
盛
り
上
げ
て

試
合
場
に
入
り
ま
し
た
。愛
知
県
･

星
城
高
校
の
選
手
と
対
戦
し
残
念

な
が
ら
時
間
内
に
小
手
を
先
取
さ

れ
、初
戦
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。落

ち
着
い
た
試
合
運
び
で
自
分
の
得

意
技
を
出
し
な
が
ら
相
手
の
隙
を

狙
って
い
ま
し
た
が
、時
間
と
な
り
終

了
し
ま
し
た
。高
校
生
最
高
の
舞
台

に
立
て
た
経
験
を
次
の
ス
テ
ー
ジ
で

必
ず
生
か
し
て
く
れ
る
こ
と
を
心
か

ら
期
待
し
て
い
ま
す
。た
く
さ
ん
の

応
援
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

東
京
都
で
開
か
れ
た
第
46
回
全

国
高
校
総
合
文
化
祭（
と
う
き
ょ
う

総
文
２
０
２
２
）の
パレ
ー
ド
部
門
に

出
場
し
ま
し
た
。現
地
に
赴
い
て
演

奏
す
る
の
は
３
年
ぶ
り
だ
っ
た
た
め
、

宿
泊
を
伴
う
遠
征
に
も
大
変
緊
張

商
業
高
校
と
対
戦
し
、10
対
29
で

敗
れ
ま
し
た
。チ
ー
ム
の
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、高
い
目
標
を
目
指
し
て
最
後
ま

で
諦
め
ず
仲
間
と
共
に
戦
い
抜
い
た

こ
と
は
、私
た
ち
に
と
って
大
き
な
自

信
と
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、チ
ー
ム

の
モッ
ト
ー
で
あ
る「
限
界
突
破
」を

胸
に
辛
い
練
習
も
笑
顔
で
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、仲
間
の

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
感
じ

て
お
り
、心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

最
後
ま
で
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
卓
球
競
技
は
愛
媛

県
宇
和
島
市
で
開
催
さ
れ
、ダ
ブ
ル

ス
に
望
月
美
玖
里（
３
年
）･
西
牧

優
衣（
２
年
）と
シ
ン
グ
ル
ス
に
西
牧

優
衣
が
出
場
し
ま
し
た
。各
県
の

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
と
試
合
を
し

て
と
て
も
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し

た
。ダ
ブ
ル
ス
は
1
回
戦
、シ
ン
グ
ル
ス

は
３
回
戦
で
惜
敗
し
ま
し
た
が
、自

分
た
ち
の
プ
レ
ー
が
全
国
で
も
通
用

し
た
こ
と
は
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
結
果
に
満
足
す
る
こ
と
な

く
、日
々
の
練
習
を
頑
張
り
ま
す
。

ま
た
、い
つ
も
応
援
し
て
く
だ
さ
る

先
生
方
や
家
族
、チ
ー
ム
メ
イ
ト
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、今
後

も
努
力
し
ま
す
。

　

徳
島
県
で
開
催
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
陸
上
競
技
の
円
盤
投
げ
に
２
年

の
鈴
木
嶺
菜
が
出
場
し
ま
し
た
。自

身
初
と
な
る
全
国
大
会
で
決
勝
進

出
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、自

己
記
録
を
更
新（
34ｍ
67
）す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
状

況
下
で
し
た
が
、無
事
に
大
会
が
開

か
れ
、出
場
で
き
た
こ
と
は
、多
く
の

方
の
協
力
と
支
え
が
あ
っ
て
の
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。今
後
も
一
つ
ひ
と

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
･
バレ
ー
ボ
ー
ル
競

技
は
徳
島
県
徳
島
市
な
ど
で
行
わ

れ
ま
し
た
。予
選
グ
ル
ー
プ
戦
で
四

天
王
寺（
大
阪
府
代
表
）に
接
戦
の

末
、１

-

２
で
敗
れ
ま
し
た
が
、敗
者

復
活
戦
で
首
里（
沖
縄
県
代
表
）を

２

-

０
で
破
り
、決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
へ
進
出
し
ま
し
た
。本
校
は
２
回

戦
か
ら
の
出
場
で
熊
本
信
愛
女
学

院（
熊
本
県
代
表
）と
対
戦
し
２

-

０
で
勝
利
、目
標
だ
っ
た
全
国
大
会

ベス
ト
16
を
達
成
し
ま
し
た
。ベス
ト

８
を
か
け
た
３
回
戦
で
は
優
勝
し
た

大
阪
府
代
表
の
金
蘭
会
に
惜
敗
し

ま
し
た
。随
所
に
本
校
ら
し
い
プ
レ
ー

を
見
せ
、念
願
を
達
成
し
て
チ
ー
ム

と
し
て
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。次
の
目
標
に
向
け
て
頑

張
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
愛
媛
県
で
行
わ
れ
た

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
て
き
ま
し

た
。初
戦
、香
川
県
代
表
の
高
松

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

卓
球
部

音
楽
科
・
合
唱
部

新
体
操
部

剣
道
部

　

こ
の
夏
、附
属
高
校
の
生
徒
た

ち
が
躍
動
し
た
。運
動
部
は
全
国

高
校
総
合
体
育
大
会（
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
）に
過
去
最
多
の
６
つ
の
部
が

出
場
。文
化
部
も
全
国
高
校
総
合

文
化
祭（
総
文
）や
演
奏
会
な
ど

で
活
動
成
果
を
発
揮
し
た
。

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

◇
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

▼
第
１
位
＝
東
北
大
会
･
全
国
大
会
出
場

◇
東
北
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

▼
第
３
位

◇
福
島
県
総
合
体
育
大
会

▼
第
１
位

◇
四
国
高
校
総
体（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

▼
予
選
リ
ー
グ

本
校　
１ 

– 

２　

四
天
王
寺（
大
阪
）

本
校　
２ 

– 

０　

首
里（
沖
縄
）

▼
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
回
戦

本
校　
２ 

– 

０　

熊
本
信
愛
女
学
院

▼
同
３
回
戦

本
校　
０ 

– 

２　

金
蘭
会（
大
阪
）

※
ベス
ト
16
▽
優
秀
選
手
＝
浅
利
麻
央（
2

年
）

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
】

◇
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

▼
第
１
位

◇
東
北
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

▼
第
３
位

◇
福
島
県
総
合
体
育
大
会
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技

▼
第
１
位

◇
四
国
高
校
総
体（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

▼
１
回
戦

本
校　

10 

– 

29　

高
松
商（
香
川
）

【
卓
球
部
】

◇
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

▼
学
校
対
抗　

第
２
位
＝
東
北
大
会
出
場

▼
ダ
ブ
ル
ス

第
２
位　

望
月
美
玖
里（
３
年
）･
西
牧
優

衣（
２
年
）

＝
東
北
大
会
･
全
国
大
会
出
場

第
５
位　

伊
藤
今
日
香（
３
年
）･
兼
谷
彩

音（
２
年
）

＝
東
北
大
会
出
場

第
５
位　

鈴
木
美
夢
奈（
３
年
）･
本
間
千

尋（
３
年
）

▼
シ
ン
グ
ル
ス

第
３
位　

西
牧
優
衣
＝
東
北
大
会
･
全
国

大
会
出
場

第
５
位　

望
月
美
玖
里
、兼
谷
彩
音
＝
東

北
大
会
出
場

◇
東
北
高
等
学
校
卓
球
選
手
権
大
会

▼
学
校
対
抗　

第
２
位

▼
シ
ン
グ
ル
ス

第
３
位　

西
牧
優
衣

◇
福
島
県
総
合
体
育
大
会

少
年
女
子
団
体　

第
２
位

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

第
３
位　

西
牧
優
衣

◇
四
国
高
校
総
体（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

▼
ダ
ブ
ル
ス
１
回
戦

望
月
美
玖
里
･
西
牧
優
衣　
２ 

‐ 

３　

宍

戸
･
向
井（
札
幌
大
谷
）

▼
シ
ン
グ
ル
ス
２
回
戦

西
牧
優
衣　
３ 

‐ 

１　

穂
村（
長
崎
･
鎮

西
学
院
）

▼
同
３
回
戦

西
牧
優
衣　
０ 

‐ 

３　

野
川（
東
京
･
武

蔵
野
）

【
テ
ニ
ス
部
】

◇
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
県
南
地
区

大
会

▼
団
体　

第
３
位

◇
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

▼
団
体　
ベス
ト
８

◇
福
島
県
総
合
体
育
大
会
県
南
地
区
大
会

▼
少
年
Ⅰ
部
ダ
ブ
ル
ス

第
３
位　

大
沼
美
優（
２
年
）･
吉
田
咲
穂

（
２
年
）

▼
少
年
Ⅱ
部
シ
ン
グ
ル
ス

第
２
位　

古
川
沙
季（
１
年
）

第
３
位　

佐
藤
空（
１
年
）

▼
少
年
Ⅱ
部
ダ
ブ
ル
ス

第
２
位　

古
川
沙
季
･
佐
藤
空

◇
福
島
県
総
合
体
育
大
会

▼
少
年
Ⅱ
部
シ
ン
グ
ル
ス

第
３
位　

古
川
沙
季

【
新
体
操
部
】

◇
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

▼
団
体 

第
１
位
＝
東
北
大
会
･
全
国

大
会
出
場

▼
個
人
総
合

第
２
位 

橋
本
つ
づ
み（
３
年
）＝
東
北
大

会
出
場

第
３
位 

佐
藤
若
菜（
１
年
）＝
東
北
大

会
出
場

第
４
位 

長
沼
瑠
羽（
１
年
）

第
５
位 

横
山
花（
２
年
）

第
６
位 

岡
田
こ
の
は（
２
年
）

▼
フ
ー
プ 
第
１
位　

橋
本
つ
づ
み

第
３
位 

佐
藤
若
菜

▼
ボ
ー
ル 
第
２
位　

佐
藤
若
菜

第
３
位 

長
沼
瑠
羽

◇
東
北
高
等
学
校
体
操
競
技
･
新
体
操
選

手
権
大
会

▼
個
人
総
合 
第
２
位　

佐
藤
若
菜

▼
フ
ー
プ 

第
１
位　

佐
藤
若
菜

◇
福
島
県
総
合
体
躯
大
会
新
体
操

▼
団
体
総
合 
第
１
位

▼
団
体 

第
１
位

▼
フ
ー
プ 

第
２
位　

佐
藤
若
菜

▼
ボ
ー
ル 

第
３
位　

橋
本
つ
づ
み

 

第
３
位　

遠
藤
美
優（
２
年
）

▼
ク
ラ
ブ 

第
１
位　

横
山
花

▼
リ
ボ
ン 

第
１
位　

長
沼
瑠
羽

 

第
２
位　

岡
田
こ
の
は

◇
東
北
総
合
体
育
大
会

▼
少
年
ボ
ー
ル　

第
３
位　

橋
本
つ
づ
み

▼
少
年
フ
ー
プ　

第
３
位　

佐
藤
若
菜

◇
四
国
高
校
総
体（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

▼
団
体　

第
34
位

【
陸
上
競
技
部
】

◇
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

▼
円
盤
投
げ　

第
２
位　

鈴
木
嶺
菜（
２

年
）＝
東
北
大
会
出
場

▼
砲
丸
投
げ　

第
６
位　

杉
内
彩
乃（
２

年
）＝
東
北
大
会
出
場

▼
４
０
０
M
H　

第
６
位　

西
間
木
侑
果

（
３
年
）＝
東
北
大
会
出
場

▼
２
０
０
０
M
障
害　

第
６
位　

薄
ひ
な
の

（
３
年
）

▼
５
０
０
０
M
競
歩　

第
５
位　

芳
賀
香

菜
美（
３
年
）

◇
東
北
高
等
学
校
陸
上
競
技
大
会

▼
円
盤
投
げ

　

第
６
位　

鈴
木
嶺
菜
＝
全
国
大
会
出
場

◇
福
島
県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

▼
４
０
０
M
H　

第
３
位　

西
間
木
侑
果

▼
３
０
０
０
M
障
害　

第
５
位　

薄
ひ
な
の

▼
５
０
０
０
M
競
歩

 

第
４
位　

芳
賀
香
菜
美

 

第
５
位　

市
川
心
菜（
２
年
）

▼
砲
丸
投
げ 
第
６
位　

宗
像
亜
恋（
１
年
）

▼
円
盤
投
げ 
第
３
位　

鈴
木
嶺
菜

 

第
５
位　

杉
内
彩
乃

▼
や
り
投
げ 
第
６
位　

鈴
木
嶺
菜

▼
少
年
B
円
盤
投
げ

 

第
１
位　

宗
像
亜
恋

▼
４
×
１
０
０
M
リ
レ
ー

第
４
位　

三
高
玲
奈（
３
年
）･
石
井
怜
美

（
２
年
）･
西
間
木
侑
果
･
髙
橋
優
佳（
３

年
）

▼
４
×
４
０
０
M
リ
レ
ー

第
２
位　

髙
橋
優
佳
･
三
高
玲
奈
･
薄
ひ

な
の
･
西
間
木
侑
果

◇
四
国
高
校
総
体（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

▼
円
盤
投
げ　

鈴
木
嶺
菜　

34ｍ
67
＝
予

選
19
位
、敗
退

【
剣
道
部
】

◇
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

▼
団
体 

第
２
位
＝
東
北
大
会
出
場

▼
個
人 

第
２
位　

井
上
由
海（
３
年
）＝

東
北
大
会
･
全
国
大
会
出
場

 

第
5
位　

三
瓶
詞
乃
美（
３
年
）

＝
東
北
大
会
出
場

◇
東
北
高
等
学
校
女
子
剣
道
選
手
権
大
会

▼
団
体 

ベス
ト
８

▼
個
人 

第
３
位　

井
上
由
海

◇
福
島
県
総
合
体
育
大
会
剣
道
競
技

▼
団
体 

第
２
位

◇
四
国
高
校
総
体（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

▼
個
人
１
回
戦

 
井
上
由
海 
‐ 

コ
村
田（
愛
知
･
星
城
）

【
弓
道
部
】

◇
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

▼
団
体　

準
決
勝
敗
退

◇
福
島
県
総
合
体
育
大
会
弓
道
競
技

▼
団
体
遠
的　

第
１
位

 
清
水
田
あ
ゆ
み（
３
年
）

 
芳
賀
梨
瑚（
２
年
）

 
三
瓶
莉
奈（
２
年
）

が
ん
ば
る
!!

わ
れ
ら

が
ん
ば
る
!!

わわわ
れれれ
ららら

運
動
部

運
動
部

運
動
部

運
動
部文
化
部

文
化
部

文
化
部

文
化
部

大
会
結
果
･
報
告

附
属
高
校



開成の杜（5）

面
で
は
、学
生
た
ち
が
積
極
的
に
踊

り
の
輪
を
つ
く
る
な
ど
、故
郷
を
思

い
な
が
ら
周
囲
と
の
つ
な
が
り
を
持

と
う
と
す
る
人
々
を
後
押
し
し
た
。
　

大
学
食
物
栄
養
学
科
と
短
大
健

康
栄
養
学
科
は
８
月
14
日
、葛
尾

村
盆
踊
り
の
会
場
で
特
産
物
を
い

か
し
た
ア
レ
ン
ジ
商
品
を
配
布
し
た
。

　

本
学
と
包
括
連
携
協
定
を
結
ぶ

葛
尾
村
の
特
産
品
開
発
に
役
立
て

し
ま
し
た
。今
年
度
、県
代
表
と
し

て
選
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と
に
誇
り

と
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
み
た
い
と

決
意
し
、全
員
が一つ
に
な
っ
て
演
奏

演
技
す
る
こ
と
を
目
標
に
練
習
を

重
ね
ま
し
た
。当
日（
７
月
31
日
）は

と
て
も
暑
い
中
で
の
パレ
ー
ド
で
し
た

が
、沿
道
か
ら「
が
ん
ば
れ
ー
」と
い

う
声
援
や
大
き
な
拍
手
を
い
た
だ

き
、と
て
も
嬉
し
く
、こ
の
よ
う
な
場

に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

第
50
回
音
楽
科
･
合
唱
部
定
期

演
奏
会
を
7
月
16
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
一
般
公
開
す
る
こ
と

が
で
き
、コロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、

少
し
ず
つ
日
常
の
活
動
を
取
り
戻

せ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

合
唱
部
の
校
歌
を
は
じ
め
音
楽

科
の
様
々
な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
披
露

し
、日
頃
の
努
力
の
成
果
を
発
揮
し

ま
し
た
。音
楽
科
の
3
年
生
に
と
っ

て
記
念
講
堂
の
ス
テ
ー
ジ
で
演
奏
す

る
の
は
初
め
て
の
経
験
で
、堂
々
と

演
奏
す
る
姿
を
保
護
者
の
皆
様
に

観
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
徒
が
中
心
と
な
って
演
奏
会
の
運

営
を
行
っ
た
こ
と
も
大
き
な
学
び
と

な
り
ま
し
た
。

つ
の
行
動
に
責
任
と
感
謝
の
心
を

持
ち
、競
技
者
と
し
て
更
な
る
成
長

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
体
操
部
７
名
は
、香
川
県
高

松
市
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
ま
し
た
。団
体

競
技
は
３４
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

ミ
ス
を
恐
れ
ず
全
力
で
演
技
を
す

る
こ
と
で
、ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
ク
ー

ル
な
演
技
を
表
現
し
ま
し
た
。団
体

演
技
の
曲
名
「
w
e
r
u
n
n
in

（
私
た
ち
は
走
って
い
る
）」の
よ
う
に
、

７
名
の
心
を
一
つ
に
し
て
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
走
り
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。私
た
ち

を
支
え
て
く
れ
る
人
た
ち
に
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、こ
れ
か
ら
も

練
習
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ご
声

援
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　

高
知
県
高
知
市
で
行
わ
れ
た
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
剣
道
競
技
女
子
個
人
戦

に
３
年
の
井
上
由
海
が
出
場
し
ま
し

た
。３
年
間
の
思
い
を
剣
道
で
表
現

し
よ
う
と
、気
持
ち
を
盛
り
上
げ
て

試
合
場
に
入
り
ま
し
た
。愛
知
県
･

星
城
高
校
の
選
手
と
対
戦
し
残
念

な
が
ら
時
間
内
に
小
手
を
先
取
さ

れ
、初
戦
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。落

ち
着
い
た
試
合
運
び
で
自
分
の
得

意
技
を
出
し
な
が
ら
相
手
の
隙
を

狙
って
い
ま
し
た
が
、時
間
と
な
り
終

了
し
ま
し
た
。高
校
生
最
高
の
舞
台

に
立
て
た
経
験
を
次
の
ス
テ
ー
ジ
で

必
ず
生
か
し
て
く
れ
る
こ
と
を
心
か

ら
期
待
し
て
い
ま
す
。た
く
さ
ん
の

応
援
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

東
京
都
で
開
か
れ
た
第
46
回
全

国
高
校
総
合
文
化
祭（
と
う
き
ょ
う

総
文
２
０
２
２
）の
パレ
ー
ド
部
門
に

出
場
し
ま
し
た
。現
地
に
赴
い
て
演

奏
す
る
の
は
３
年
ぶ
り
だ
っ
た
た
め
、

宿
泊
を
伴
う
遠
征
に
も
大
変
緊
張

商
業
高
校
と
対
戦
し
、10
対
29
で

敗
れ
ま
し
た
。チ
ー
ム
の
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、高
い
目
標
を
目
指
し
て
最
後
ま

で
諦
め
ず
仲
間
と
共
に
戦
い
抜
い
た

こ
と
は
、私
た
ち
に
と
って
大
き
な
自

信
と
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、チ
ー
ム

の
モッ
ト
ー
で
あ
る「
限
界
突
破
」を

胸
に
辛
い
練
習
も
笑
顔
で
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、仲
間
の

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
感
じ

て
お
り
、心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

最
後
ま
で
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
卓
球
競
技
は
愛
媛

県
宇
和
島
市
で
開
催
さ
れ
、ダ
ブ
ル

ス
に
望
月
美
玖
里（
３
年
）･
西
牧

優
衣（
２
年
）と
シ
ン
グ
ル
ス
に
西
牧

優
衣
が
出
場
し
ま
し
た
。各
県
の

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
と
試
合
を
し

て
と
て
も
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し

た
。ダ
ブ
ル
ス
は
1
回
戦
、シ
ン
グ
ル
ス

は
３
回
戦
で
惜
敗
し
ま
し
た
が
、自

分
た
ち
の
プ
レ
ー
が
全
国
で
も
通
用

し
た
こ
と
は
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
結
果
に
満
足
す
る
こ
と
な

く
、日
々
の
練
習
を
頑
張
り
ま
す
。

ま
た
、い
つ
も
応
援
し
て
く
だ
さ
る

先
生
方
や
家
族
、チ
ー
ム
メ
イ
ト
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、今
後

も
努
力
し
ま
す
。

　

徳
島
県
で
開
催
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
陸
上
競
技
の
円
盤
投
げ
に
２
年

の
鈴
木
嶺
菜
が
出
場
し
ま
し
た
。自

身
初
と
な
る
全
国
大
会
で
決
勝
進

出
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、自

己
記
録
を
更
新（
34ｍ
67
）す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
状

況
下
で
し
た
が
、無
事
に
大
会
が
開

か
れ
、出
場
で
き
た
こ
と
は
、多
く
の

方
の
協
力
と
支
え
が
あ
っ
て
の
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。今
後
も
一
つ
ひ
と

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
･
バレ
ー
ボ
ー
ル
競

技
は
徳
島
県
徳
島
市
な
ど
で
行
わ

れ
ま
し
た
。予
選
グ
ル
ー
プ
戦
で
四

天
王
寺（
大
阪
府
代
表
）に
接
戦
の

末
、１

-

２
で
敗
れ
ま
し
た
が
、敗
者

復
活
戦
で
首
里（
沖
縄
県
代
表
）を

２

-

０
で
破
り
、決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
へ
進
出
し
ま
し
た
。本
校
は
２
回

戦
か
ら
の
出
場
で
熊
本
信
愛
女
学

院（
熊
本
県
代
表
）と
対
戦
し
２

-

０
で
勝
利
、目
標
だ
っ
た
全
国
大
会

ベス
ト
16
を
達
成
し
ま
し
た
。ベス
ト

８
を
か
け
た
３
回
戦
で
は
優
勝
し
た

大
阪
府
代
表
の
金
蘭
会
に
惜
敗
し

ま
し
た
。随
所
に
本
校
ら
し
い
プ
レ
ー

を
見
せ
、念
願
を
達
成
し
て
チ
ー
ム

と
し
て
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。次
の
目
標
に
向
け
て
頑

張
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
愛
媛
県
で
行
わ
れ
た

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
て
き
ま
し

た
。初
戦
、香
川
県
代
表
の
高
松

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部

陸
上
競
技
部

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

楢
葉
町
の
特
産
品
開
発
で
手
掛
け

て
い
る
エ
ゴマ
や
凍
み
餅
、サ
ツマ
イ
モ

を
使
っ
た
菓
子
、ア
イ
ス
な
ど
を
販

売
し
た
。

　

郡
山
の
う
ね
め
踊
り
を
習
う
場

　

郡
山
女
子
大
学
と
郡
山
女
子
大

学
短
期
大
学
部
は
、東
日
本
大
震

災
と
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
に
取

り
組
む
双
葉
郡
の
自
治
体
や
住
民

ら
と
の
連
携
を
深
め
て
い
る
。

　

8
月
16
日
に
郡
山
市
西
部
体
育

館
で
催
さ
れ
た「
第
１
回
ふ
く
し

ま
･
ふ
た
ば
合
同
夏
祭
り
」に
は
大

学
生
活
科
学
科
、食
物
栄
養
学
科
、

短
大
健
康
栄
養
学
科
、地
域
創
成

学
科
の
教
員
と
学
生
が
参
加
し
た
。

　

双
葉
郡
か
ら
避
難
し
、郡
山
市

周
辺
の
復
興
公
営
住
宅
な
ど
で
暮

ら
す
人
々
と
市
民
の
交
流
を
目
的

に
企
画
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、各
学

科
の
ブ
ー
ス
を
開
設
し
た
。

　

生
活
科
学
科
は
香
り
で
安
ら
ぐ

ア
ロマ
ス
プ
レ
ー
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
を
出
展
。食
物
栄
養
学
科
と
健

康
栄
養
学
科
は
双
葉
郡
葛
尾
村
や

よ
う
と
、村
内
の
行
事
に
合
わ
せ
て

試
作
品
を
提
供
し
て
い
る
。コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ

た
盆
踊
り
で
は
、エ
ゴ
マ
入
り
の
パ
ン

と
ふ
り
か
け
、凍
み
餅
を
利
用
し
た

マ
フ
ィ
ン
や
団
子
、お
や
き
な
ど
を

配
っ
た
。帰
省
し
た
人
た
ち
は「
故
郷

の
味
を
思
い
出
す
土
産
に
な
る
」と

喜
ん
で
い
た
。

　

大
学
生
活
科
学
科
の
特
別
支
援

教
育
の
授
業
で
学
内
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
マッ
プ
を
作
成
し
た【
図
】。社
会

福
祉
、建
築
デ
ザ
イ
ン
両
専
攻
の
学

生
22
人
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
た
。

　

全
体
地
図
で
は
、多
目
的
ト
イ
レ

や
エレベ
ー
タ
ー
の
場
所
、扉
の
形
状
、

渡
り
廊
下
が
ど
こ
に
繋
がって
い
る
か

を
示
し
た
。車
椅
子
の
利
用
者
は
、限

ら
れ
た
数
の
ト
イ
レ
や
エレベー
タ
ー
の

場
所
が
一
目
で
わ
か
る
と
移
動
時
間

の
ロス
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

　

各
館
の
詳
細
な
説
明
図
も
あ
り
、

絵
の
得
意
な
学
生
が
考
え
た
カ
メ
と

カニの
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
案
内
し
て
い
る
。

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

◇
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

▼
第
１
位
＝
東
北
大
会
･
全
国
大
会
出
場

◇
東
北
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

▼
第
３
位

◇
福
島
県
総
合
体
育
大
会

▼
第
１
位

◇
四
国
高
校
総
体（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

▼
予
選
リ
ー
グ

本
校　
１ 

– 

２　

四
天
王
寺（
大
阪
）

本
校　
２ 

– 

０　

首
里（
沖
縄
）

▼
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
回
戦

本
校　
２ 

– 

０　

熊
本
信
愛
女
学
院

▼
同
３
回
戦

本
校　
０ 

– 

２　

金
蘭
会（
大
阪
）

※
ベス
ト
16
▽
優
秀
選
手
＝
浅
利
麻
央（
2

年
）

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
】

◇
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

▼
第
１
位

◇
東
北
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

▼
第
３
位

◇
福
島
県
総
合
体
育
大
会
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技

▼
第
１
位

◇
四
国
高
校
総
体（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

▼
１
回
戦

本
校　

10 

– 

29　

高
松
商（
香
川
）

【
卓
球
部
】

◇
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

▼
学
校
対
抗　

第
２
位
＝
東
北
大
会
出
場

▼
ダ
ブ
ル
ス

第
２
位　

望
月
美
玖
里（
３
年
）･
西
牧
優

衣（
２
年
）

＝
東
北
大
会
･
全
国
大
会
出
場

第
５
位　

伊
藤
今
日
香（
３
年
）･
兼
谷
彩

音（
２
年
）

＝
東
北
大
会
出
場

第
５
位　

鈴
木
美
夢
奈（
３
年
）･
本
間
千

尋（
３
年
）

▼
シ
ン
グ
ル
ス

第
３
位　

西
牧
優
衣
＝
東
北
大
会
･
全
国

大
会
出
場

第
５
位　

望
月
美
玖
里
、兼
谷
彩
音
＝
東

北
大
会
出
場

◇
東
北
高
等
学
校
卓
球
選
手
権
大
会

▼
学
校
対
抗　

第
２
位

▼
シ
ン
グ
ル
ス

第
３
位　

西
牧
優
衣

◇
福
島
県
総
合
体
育
大
会

少
年
女
子
団
体　

第
２
位

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

第
３
位　

西
牧
優
衣

◇
四
国
高
校
総
体（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

▼
ダ
ブ
ル
ス
１
回
戦

望
月
美
玖
里
･
西
牧
優
衣　
２ 

‐ 

３　

宍

戸
･
向
井（
札
幌
大
谷
）

▼
シ
ン
グ
ル
ス
２
回
戦

西
牧
優
衣　
３ 

‐ 

１　

穂
村（
長
崎
･
鎮

西
学
院
）

▼
同
３
回
戦

西
牧
優
衣　
０ 

‐ 

３　

野
川（
東
京
･
武

蔵
野
）

【
テ
ニ
ス
部
】

◇
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
県
南
地
区

大
会

▼
団
体　

第
３
位

◇
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

▼
団
体　
ベス
ト
８

◇
福
島
県
総
合
体
育
大
会
県
南
地
区
大
会

▼
少
年
Ⅰ
部
ダ
ブ
ル
ス

第
３
位　

大
沼
美
優（
２
年
）･
吉
田
咲
穂

（
２
年
）

▼
少
年
Ⅱ
部
シ
ン
グ
ル
ス

第
２
位　

古
川
沙
季（
１
年
）

第
３
位　

佐
藤
空（
１
年
）

▼
少
年
Ⅱ
部
ダ
ブ
ル
ス

第
２
位　

古
川
沙
季
･
佐
藤
空

◇
福
島
県
総
合
体
育
大
会

▼
少
年
Ⅱ
部
シ
ン
グ
ル
ス

第
３
位　

古
川
沙
季

【
新
体
操
部
】

◇
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

▼
団
体 

第
１
位
＝
東
北
大
会
･
全
国

大
会
出
場

▼
個
人
総
合

第
２
位 

橋
本
つ
づ
み（
３
年
）＝
東
北
大

会
出
場

第
３
位 

佐
藤
若
菜（
１
年
）＝
東
北
大

会
出
場

第
４
位 

長
沼
瑠
羽（
１
年
）

第
５
位 

横
山
花（
２
年
）

第
６
位 

岡
田
こ
の
は（
２
年
）

▼
フ
ー
プ 
第
１
位　

橋
本
つ
づ
み

第
３
位 

佐
藤
若
菜

▼
ボ
ー
ル 
第
２
位　

佐
藤
若
菜

第
３
位 

長
沼
瑠
羽

◇
東
北
高
等
学
校
体
操
競
技
･
新
体
操
選

手
権
大
会

▼
個
人
総
合 
第
２
位　

佐
藤
若
菜

▼
フ
ー
プ 

第
１
位　

佐
藤
若
菜

◇
福
島
県
総
合
体
躯
大
会
新
体
操

▼
団
体
総
合 
第
１
位

▼
団
体 

第
１
位

▼
フ
ー
プ 

第
２
位　

佐
藤
若
菜

▼
ボ
ー
ル 

第
３
位　

橋
本
つ
づ
み

 

第
３
位　

遠
藤
美
優（
２
年
）

▼
ク
ラ
ブ 

第
１
位　

横
山
花

▼
リ
ボ
ン 

第
１
位　

長
沼
瑠
羽

 

第
２
位　

岡
田
こ
の
は

◇
東
北
総
合
体
育
大
会

▼
少
年
ボ
ー
ル　

第
３
位　

橋
本
つ
づ
み

▼
少
年
フ
ー
プ　

第
３
位　

佐
藤
若
菜

◇
四
国
高
校
総
体（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

▼
団
体　

第
34
位

【
陸
上
競
技
部
】

◇
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

▼
円
盤
投
げ　

第
２
位　

鈴
木
嶺
菜（
２

年
）＝
東
北
大
会
出
場

▼
砲
丸
投
げ　

第
６
位　

杉
内
彩
乃（
２

年
）＝
東
北
大
会
出
場

▼
４
０
０
M
H　

第
６
位　

西
間
木
侑
果

（
３
年
）＝
東
北
大
会
出
場

▼
２
０
０
０
M
障
害　

第
６
位　

薄
ひ
な
の

（
３
年
）

▼
５
０
０
０
M
競
歩　

第
５
位　

芳
賀
香

菜
美（
３
年
）

◇
東
北
高
等
学
校
陸
上
競
技
大
会

▼
円
盤
投
げ

　

第
６
位　

鈴
木
嶺
菜
＝
全
国
大
会
出
場

◇
福
島
県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

▼
４
０
０
M
H　

第
３
位　

西
間
木
侑
果

▼
３
０
０
０
M
障
害　

第
５
位　

薄
ひ
な
の

▼
５
０
０
０
M
競
歩

 

第
４
位　

芳
賀
香
菜
美

 

第
５
位　

市
川
心
菜（
２
年
）

▼
砲
丸
投
げ 
第
６
位　

宗
像
亜
恋（
１
年
）

▼
円
盤
投
げ 
第
３
位　

鈴
木
嶺
菜

 

第
５
位　

杉
内
彩
乃

▼
や
り
投
げ 
第
６
位　

鈴
木
嶺
菜

▼
少
年
B
円
盤
投
げ

 

第
１
位　

宗
像
亜
恋

▼
４
×
１
０
０
M
リ
レ
ー

第
４
位　

三
高
玲
奈（
３
年
）･
石
井
怜
美

（
２
年
）･
西
間
木
侑
果
･
髙
橋
優
佳（
３

年
）

▼
４
×
４
０
０
M
リ
レ
ー

第
２
位　

髙
橋
優
佳
･
三
高
玲
奈
･
薄
ひ

な
の
･
西
間
木
侑
果

◇
四
国
高
校
総
体（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

▼
円
盤
投
げ　

鈴
木
嶺
菜　

34ｍ
67
＝
予

選
19
位
、敗
退

【
剣
道
部
】

◇
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

▼
団
体 

第
２
位
＝
東
北
大
会
出
場

▼
個
人 

第
２
位　

井
上
由
海（
３
年
）＝

東
北
大
会
･
全
国
大
会
出
場

 

第
5
位　

三
瓶
詞
乃
美（
３
年
）

＝
東
北
大
会
出
場

◇
東
北
高
等
学
校
女
子
剣
道
選
手
権
大
会

▼
団
体 

ベス
ト
８

▼
個
人 

第
３
位　

井
上
由
海

◇
福
島
県
総
合
体
育
大
会
剣
道
競
技

▼
団
体 

第
２
位

◇
四
国
高
校
総
体（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

▼
個
人
１
回
戦

 
井
上
由
海 

‐ 

コ
村
田（
愛
知
･
星
城
）

【
弓
道
部
】

◇
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

▼
団
体　

準
決
勝
敗
退

◇
福
島
県
総
合
体
育
大
会
弓
道
競
技

▼
団
体
遠
的　

第
１
位

 
清
水
田
あ
ゆ
み（
３
年
）

 
芳
賀
梨
瑚（
２
年
）

 
三
瓶
莉
奈（
２
年
）

ふたば合同夏祭りに出展した女子大ブース

うねめ踊りを習い輪をつくる学生たち

浴衣姿の学生から試作品を受け取る来場者

葛
尾
村
盆
踊
り
で

試
作
品
な
ど
配
布

鈴木嶺菜
２年＝写真右

めばえがめ
購買の池に住ん
でいる亀だよ

メバエカニ
めばえがめの
お友達だよ

大
学
･
短
大
の
学
生
と
教
員
ら

双
葉
郡
の
復
興
、交
流
に
貢
献

特
別
支
援
教
育
の
受
講
生
が

バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
作
る



開成の杜（6）

学
校

法
人

郡
山
開
成
学
園

令
和
３
年
度　

事
業
報
告

⑴
建
学
の
精
神

　

本
学
園
は
、建
学
の
精
神「
尊
敬
」「
責

任
」「
自
由
」を
教
育
目
標
と
し
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、お
互
い
の
個
性
を
尊
重
し
、敬
愛

で
き
る
豊
か
な
人
柄
を
創
り
他
者
に
お
い
て

そ
れ
を
認
め
る
こ
と
、そ
し
て
、人
間
と
し
て

存
在
す
る
た
め
に
は
、責
任
あ
る
行
動
で
社

会
へ
の
自
覚
を
持
つ
こ
と
。つ
ま
り
、個
性
を

重
視
し
、互
い
に
理
解
す
る「
個
の
確
立
」と

「
他
と
の
協
調
」を
も
って
、自
主
･
自
立
で

き
る
女
性
と
し
て
の
人
間
育
成
を
図
る
の
が

目
的
で
あ
る
。

⑵
学
校
法
人
の
沿
革

○
法
人
名　

学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園

（
創
立
：
昭
和
22
年
４
月
22
日
）

○
所
在
地 

福
島
県
郡
山
市
開
成
三
丁
目
25

番
２
号

○
代
表
者　

理
事
長　

関　
口　
　

修

○
設
置
学
校
名

郡
山
女
子
大
学
大
学
院
　
　

　

開
設
：
修
士
課
程
平
成
４
年
４
月

　
　
　
　

博
士
課
程
平
成
８
年
４
月

郡
山
女
子
大
学

　

開
設
：
昭
和
41
年
４
月

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部

　

開
設
：
昭
和
25
年
４
月

郡
山
女
子
大
学
附
属
高
等
学
校

　

開
設
：
昭
和
32
年
４
月

郡
山
女
子
大
学
附
属
幼
稚
園

　

開
設
：
昭
和
30
年
４
月

○
学
校
長
名

郡
山
女
子
大
学

　

学
長　
　

関　
口　
　
　

修

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部

　

学
長　
　

関　
口　
　
　

修

郡
山
女
子
大
学
附
属
高
等
学
校

　

校
長　
　

関　
口　
　
　

修

郡
山
女
子
大
学
附
属
幼
稚
園

　

園
長　
　

賀　

門　

康　

博

⑶
学
校
･
学
部
･
学
科
等
の
入
学
定
員
、学

生
数
の
状
況（
令
和
３
年
５
月
１
日
現
在
）

在
籍
総
数　
　
　
　
　

  

1
、5
5
3
名

前
年
度
比　
　
　
　
　
　
　
　

57
名
増

学
則
等
収
容
定
員　
　

   

2
，2
5
9
名

○
在
籍
数
一
覧　

表
①
参
照

⑷
役
員
等（
令
和
３
年
５
月
１
日
現
在
）

理
事
９
名
･
監
事
２
名
･
評
議
員
22
名

理
事
会
７
回
開
催
、評
議
員
会
３
回
開
催
、監

事
監
査
１
回
実
施
、会
計
士
監
査
１
回
実
施

⑸
教
職
員
数（
令
和
３
年
５
月
１
日
現
在
）

　

表
②
参
照

　

本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る「
尊
敬
･
責

任
･
自
由
」と
学
園
の
基
本
方
針
で
あ
る

「
品
位
高
尚
」「
秩
序
倹
約
」「
創
造
自
立
」

を
根
幹
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
、学
科
、

部
署
等
に
お
い
て
計
画
し
た
教
育
並
び
に
運

営
に
関
す
る
事
項
を
実
施
し
た
。

⑴
教
育
等
実
施
内
容

　

部
署
毎
に
年
度
当
初
に
立
て
た
計
画（
Ｐ

ｌａｎ
）に
基
づ
き
、実
施（
Ｄｏ
）、評
価（
Ｃ
ｈｅ

ｃ
ｋ
）、改
善（
Ａｃ
ｔ
）の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に

従
い
、教
育
活
動
並
び
に
事
務
活
動
を
行
っ
た
。

⑵
令
和
３
年
度
入
学
者
･
入
園
児
数

　

大
学
院
２
名
･
大
学
１
１
６
名
･
３
年

編
入
学
13
名
･
短
大
２
５
３
名
･
専
攻
科

７
名
･
高
校
１
５
０
名
･
幼
稚
園
32
名　

計
５
７
３
名（
前
年
度
比
：
９
名
増
）

⑶
令
和
３
年
度
修
了
生
･
卒
業
生

　

大
学
院
３
名
･
大
学
92
名
･
短
大
２
５

３
名
･
専
攻
科
３
名
･
高
校
１
７
１
名
･

幼
稚
園
50
名　
　

計
５
７
２
名

⑷
学
園
全
体
で
実
施
し
た
主
な
事
業

･
令
和
３
年
度
年
度
当
初
学
園
全
体
職
員
会

･
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
職
域
接
種
実
施（
１

回
目
：
１
０
０
０
名
、２
回
目
：
９
９
５
名
）

･
第
75
回
も
み
じ
会（
学
生
教
職
員
の
み
）

･
令
和
４
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト（
会
場
校
）

･
令
和
３
年
度
自
己
点
検
報
告
会

･
令
和
３
年
度
年
度
末
学
園
全
体
職
員
会

･
令
和
４
年
度
新
任
式

　
（
以
下
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
中
止
）

･
学
園
創
立
75
周
年
記
念
式
典（
大
学
･

短
大
･
高
校
）

･
家
族
会
役
員
･
常
任
委
員
合
同
委
員
会

（
書
面
開
催
）

･
令
和
３
年
度
郡
山
開
成
学
園
家
族
会
総

会（
書
面
開
催
）

⑸
大
学
院
･
大
学
･
短
大
で
実
施
し
た
主
な
事
業

･
始
業
式

･
新
入
生
オ
リ
エン
テ
ー
ション（
学
内
）

･
大
学
院
第
28
回
、大
学
第
56
回
、短
大
第

72
回
、専
攻
科
第
22
回
入
学
式

･
関
口
育
英
奨
学
生
認
定
式（
大
学
10
名
、

短
大
10
名
）

･
特
待
生
認
定
式（
大
学
13
名
、短
大
19
名
）

･
第
１
〜
４
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
参
加

者
計
１
１
５
７
名
）

･
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
防
止
対
策
講
座

･
令
和
４
年
度
大
学
･
短
大
入
学
者
選
抜

実
施
内
容
及
び
教
育
内
容
等
説
明
会

･
第
１
〜
３
回
高
大
連
携
基
礎
能
力
適
性
調
査

･
同
窓
会
奨
学
生
認
定
式（
大
学
５
名
、短

大
８
名
）

･
教
員
免
許
状
更
新
講
習　

サ
マ
ー
リ
フ

レッ
シュプ
ロ
グ
ラ
ム

･
第
57
回
学
園
教
育
充
実
研
究
会（
大
学
･

短
大
、事
務
局
）

･
大
学
院
第
27
回
、大
学
第
53
回
、短
大
第

71
回
、専
攻
科
第
21
回
卒
業
式

　
（
以
下
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
中
止
）

･
大
学
･
短
大　

大
運
動
会

･
春
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
令
和
４
年
４

月
に
延
期
）

〇
そ
の
他
の
実
施
内
容

主
任
･
大
学
･
短
大
教
授
会
･
研
究
科
委

員
会（
月
１
回
）、入
試
判
定
会
議
、教
務
委

員
会
、学
生
生
活
委
員
会
、就
職
委
員
会
･

担
当
者
会
議
、図
書
館
運
営
委
員
会
、卒
業

研
究
発
表
、就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス（
年
６
回
）、公

務
員
試
験
対
策
講
座（
年
３
回
）、キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（
年
４
回
）、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ（
単
位
認
定
型
）

〇
令
和
３
年
度
卒
業
者
就
職
状
況

【
大
学
】就
職
希
望
者
83
人　

就
職
決
定
者

数
83
人（
就
職
率
１
０
０
％
）

【
短
大
】就
職
希
望
者
２
２
３
人　

就
職
決

定
者
数
２
２
１
人（
就
職
率
99
･
1
％
）

⑹
附
属
高
等
学
校

「
私
を
創
る
―
未
来
の
私
を
考
え
て
―
」の

努
力
目
標
を
掲
げ
、生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自

分
の
目
標
を
設
定
し
、高
校
生
活
を
よ
り
有

意
義
に
送
る
た
め
に
、生
徒
の
自
己
啓
発
と

自
発
性
を
育
成
す
る
観
点
か
ら
、全
教
員
が

一
丸
と
なって
取
り
組
ん
だ
。

〇
実
施
し
た
主
な
内
容

･
第
65
回
入
学
式
･
新
入
生
歓
迎
会

･
同
窓
会
奨
学
生
認
定
式（
２
人
）

･
附
属
高
校
入
試
説
明
会（
教
員
･
塾
関
係

者
68
名
）

･
第
１
〜
３
回
週
末
個
別
相
談
会（
計
中
学

生
12
名
･
保
護
者
11
名
）

･
大
運
動
会
･
も
み
じ
会
前
夜
祭

･
第
１
、２
回
学
校
説
明
会（
計
中
学
生
56

名
･
保
護
者
41
名
）

･
修
学
旅
行（
沖
縄
）

･
美
術
科
卒
業
作
品
展
･
食
物
科
卒
業
発

表
会
･
音
楽
科
卒
業
演
奏
会

･
第
63
回
卒
業
式

　
（
以
下
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
中
止
）

･
学
校
見
学
会

･
第
34
回
附
属
高
等
学
校
長
杯
中
学
校
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

〇
そ
の
他
の
実
施
内
容　

運
営
委
員
会
、職
員
会
議（
月
１
回
）、考
査
、

学
力
テ
ス
ト
、高
大
連
携
授
業
、進
路
別
説

明
会
、集
会
･
表
彰
報
告
会
･
壮
行
会
等

⑺
附
属
幼
稚
園

「
よ
く
み
る　

よ
く
き
く　

よ
く
か
ん
が
え

て
」を
教
育
目
標
と
し
て
、教
職
員
全
員
が

一
丸
と
な
っ
て
、園
児
一
人
一
人
に
き
め
細

か
い
保
育
と
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
と
と
も
に
集
団
で
の
遊
び
に
も
力

を
入
れ
て
保
育
を
行
っ
た
。

〇
実
施
し
た
主
な
事
業

･
第
67
回
入
園
式

･
遠
足
、プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
見
学
、夏
期
保
育（
年
長
）

･
学
園
教
育
充
実
研
究
会（
幼
稚
園
部
会
）

･
運
動
会

･
ぼ
く
と
わ
た
し
の
発
表
会

･
卒
園
記
念
作
品
展

･
第
67
回
卒
園
式

〇
そ
の
他
の
実
施
内
容　

ハロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
、ク
リ
スマ
ス
会
、お
も
ち

つ
き
、お
別
れ
会
食
、ひ
な
ま
つ
り

（
以
下
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
中
止
）保
育
参
観
、「
劇
と
あ
そ
び

のつ
ど
い
」参
加
、父
母
の
講
座

⑻
家
庭
寮（
令
和
３
年
度
在
寮
生
85
名
）

新
入
寮
生
･
在
寮
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

リ
ー
ダ
ー
会
議（
月
１
回
）、七
夕
会
、い
も
煮
会

⑼
大
学
図
書
館（
高
校
分
館
を
含
む
）

運
営
委
員
会
、蔵
書
点
検
、選
書
ツ
ア
ー
、郡

山
女
子
大
学
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

⑽
保
健
室

定
期
健
康
診
断（
大
学
･
短
大
生
、高
校
生
、

幼
稚
園
児
、教
職
員
）、ス
ト
レ
ス
チェッ
ク

⑾
学
園
創
立
者
関
口
育
英
奨
学
生
の
採
用

令
和
３
年
度（
新
入
生
）大
学
生
10
名
、短
大

生
10
名
、高
校
生
10
名　

計
30
名

⑿
学
生
･
生
徒
･
園
児
募
集　

大
学
･
短
大
進
学
相
談
会（
会
場
形
式
、Ｗ

Ｅ
Ｂ
、高
校
内
）、高
等
学
校
訪
問
、附
属
高

校
入
試
説
明
会
、園
児
募
集
パ
ン
フ
レッ
ト
作

成
、学
生
･
生
徒
募
集
の
た
め
の
学
校
案
内

作
成
、ホ
ー
ムペ
ー
ジ
更
新

⒀
部
活
動
及
び
応
募
等
の
活
躍
状
況（
一
部
）

〇
高
校

･
第
74
回 

全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校

選
手
権
大
会（
春
の
高
校
バ
レ
ー
）県
代

表
決
定
戦　

第
１
位　

全
国
大
会
出
場

･
第
67
回 

県
高
等
学
校
体
育
大
会
新
体
操

競
技
団
体 

第
１
位　

個
人
総
合 

第
１

位　

令
和
３
年
度
全
国
高
等
学
校
体
育

大
会（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）出
場

･
第
67
回 

県
高
等
学
校
体
育
大
会
ハン
ド

ボ
ー
ル
競
技　

第
１
位 

令
和
３
年
度
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

･
第
67
回 

県
高
等
学
校
体
育
大
会
卓
球
競

技　

学
校
対
抗 

第
１
位　

令
和
３
年
度

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

･
第
67
回 

県
高
等
学
校
体
育
大
会
剣
道
競

技　

女
子
団
体
戦 

第
2
位
、女
子
個
人

戦 

第
3
位

･
第
67
回 

県
高
等
学
校
体
育
大
会
テ
ニス

競
技　
４
人
制
団
体
戦 

ベス
ト
８

･
第
76
回 

東
北
高
等
学
校
陸
上
競
技
大
会

４
種
目
出
場

･
第
39
回 

県
高
等
学
校
女
子
駅
伝
競
走
大

会　

第
２
位　

同
東
北
大
会　

第
８
位

･
第
74
回 

県
総
合
体
育
大
会
弓
道
競
技　

女
子
団
体 

第
１
位

･
第
50
回 

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
･
バ
ト
ン
ト
ワ
ー

リ
ン
グ
東
北
大
会
高
等
学
校
の
部 

金
賞

･
第
20
回 

マ
ー
チ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
全
国
大
会

　

高
校
･
一
般
の
部
出
場

･
第
75
回 

県
合
唱
コン
ク
ー
ル　

銅
賞

･
第
５
回 

県
高
等
学
校
英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

ションコン
テ
ス
ト　
３
名
出
場

･
日
独
高
校
生
短
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョン
映
画

国
際
共
同
制
作
プ
ロ
ジェク
ト 

４
名
参
加

･
第
26
回 

県
高
校
新
人
放
送
コン
テ
ス
ト

　
テ
レ
ビ
キ
ャ
ンペ
ー
ン
優
秀
賞

･
第
66
回 

県
た
な
ば
た
展（
書
道
）特
選
２

名　

金
賞
６
名　

銀
賞
８
名

･
研
究
部
P
r
o
g
r
a
m
m
i
n
g 

F
e
s
t
i
v
a
l 

2
0
2
1 

社
会

課
題
解
決
部
門
S
D
G
s　

入
賞

･
音
楽
科
生　

第
31
回 

日
本
ク
ラ
シッ
ク
音

楽
コン
ク
ー
ル
全
国
大
会
出
場 

･
美
術
科
生　

第
16
回 

西
会
津
国
際
芸
術

村
公
募
展
２
０
２
１
準
大
賞

･
食
物
科
生　

食
肉
惣
菜
創
作
発
表
会
２

０
２
１
ミ
ー
ト
デ
リ
カ
コン
テ
ス
ト
全
国
大

会　

審
査
員
特
別
賞

〇
大
学
･
短
大

･
第
７
回
ふ
く
し
ま
経
済
･
産
業
･
も
の
づ

く
り
賞　

奨
励
賞（
地
域
創
成
･
健
康

栄
養
学
科
グ
ル
ー
プ
）

･
第
43
回
北
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
抗
選

手
権
大
会 

女
子
２
０
０ｍ 

第
２
位

⒁
安
全
管
理

･
安
全
防
災
訓
練
に
て
身
の
安
全
確
保
訓

練
を
実
施

⒂
施
設
･
設
備
関
係

施
設
･
設
備
の
整
備
は
、安
全
性（
災
害
対

策
等
）と
ア
メニ
テ
ィ（
快
適
な
空
間
）に
配
慮

し
た
教
育
研
究
環
境
の
整
備
を
優
先
順
位

に
よ
り
実
施

⒃
環
境
関
係　

･
令
和
３
年
度
温
暖
化
防
止
に
み
ん
な
で

取
り
組
む「
福
島
議
定
書
」事
業
に
お
い

て
、郡
山
女
子
大
学
･
同
短
期
大
学
部

が「
緩
和
分
野
賞
」を
受
賞
。

⒄
そ
の
他

〇
芸
術
鑑
賞
講
座　

･
第
２
１
２
回
芸
術
鑑
賞
講
座「
郡
山
女
子

大
学
周
辺
の
美
学
」

･
第
２
１
３
回
芸
術
鑑
賞
講
座「
時
空
を
つ

な
ぐ
布
の
力
展
」

･
第
２
１
４
回
芸
術
鑑
賞
講
座「
尾
形
光
琳
展
」

〇
教
養
講
座　

①「
コロ
ナ
禍
に
お
け
る
日
常
生
活
の
心
構
え
」

大
西
弘
太
郎
氏（
本
学
教
授　

医
学
博
士
）

②「
18
歳
成
年
年
齢
引
下
げ
で
変
わ
る
こ

と
」阿
部
亜
巳
氏（
ク
レ
イ
ス
法
律
事
務
所

弁
護
士
）

二
、事
業
の
概
要（
当
該
年
度
）

一
、法
人
の
概
要

表① 院生・学生・生徒・園児在籍総数
（令和３年５月１日現在）
【1,553名：前年度比57名増】
学則等収容定員【2,259名】 単位：名

10
3
13

1
／
1

2
／
2

3
2
5

20
9
29

／
1
1

／
0
0

／
1
1

表② 教職員数（令和3年5月1日現在）

◇放送大学福島学習センター出向職員　５名

学校別 教員数
郡山女子大学
郡山女子大学短期大学部
郡山女子大学附属高等学校
郡山女子大学附属幼稚園

33
37
36
11
117

職員数
　　22

33
10
1
66

非常勤
29
37
25
16
107

合計
　84
107
71
28
290計

26
25
22
73

25
29
28
82

51
54
50
155

29
3
0
32

50
50
50
150

本年

240
20
20
40
320

83
13
16
38
150

720
60
60
120
960

96
8
15
36
155

110
8
17
37
172

289
29
48
111
477

学科名 1学年
在 籍 生 徒 数
2学年 3学年

10 7 4 11 20

70
140
80
290

140
280
160
580

37
139
79
255

36
142
76
254

73
281
155
509

学科名

幼児教育学科
地域創成学科

健康栄養学科

生活科学科 40
80
120

10
10
20

37
81
118

114
282
396

180
340
520

35
57
92

24
65
89

18
79
97

学科名

（含編入定員４０名）



開成の杜（7）

令
和
３
年
度  

決
算
報
告

監
査
報
告
書

令
和
4
年
6
月
2
日

学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園

監
事　

橋
本　

忠
雄

監
事　

遠
藤　

武
士

　

私
た
ち
は
、学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園

の
監
事
と
し
て
、私
立
学
校
法
第
37
条
第
3

項
に
基
づ
い
て
同
学
園
の
令
和
3
年
度（
令

和
3
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
4
年
3
月
31

日
ま
で
）に
お
け
る
財
産
目
録
及
び
計
算
書

類（
資
金
収
支
計
算
書
、事
業
活
動
収
支
計

算
書
、貸
借
対
照
表
及
び
附
属
明
細
表
）を

含
め
、学
校
法
人
の
業
務
並
び
に
財
産
の
状

況
に
つい
て
監
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
監
査
に
あ
た
り
、理
事
会
そ
の

他
重
要
な
会
議
に
出
席
す
る
ほ
か
理
事
か

ら
業
務
の
報
告
を
聴
取
し
、重
要
な
決
裁

書
類
等
を
閲
覧
す
る
な
ど
必
要
と
思
わ
れ

る
監
査
手
続
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

監
査
の
結
果
、私
た
ち
は
、学
校
法
人
の

業
務
に
関
す
る
決
定
及
び
執
行
は
適
切
で

あ
り
、財
産
目
録
及
び
計
算
書
類
は
会
計

帳
簿
の
記
載
と
合
致
し
、法
人
の
収
支
及
び

財
産
の
状
況
を
正
し
く
示
し
て
お
り
、学
校

法
人
の
業
務
又
は
財
産
に
関
し
不
正
の
行

為
又
は
法
令
若
し
く
は
寄
附
行
為
に
違
反

す
る
事
実
は
な
い
こ
と
を
確
認
い
た
し
ま
し

た
。

　

学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園
の
令
和
３
年

度
決
算
に
つ
い
て
、東
邦
監
査
法
人
の
監
査

を
受
け
、理
事
会
・
評
議
員
会
で
報
告
、決

定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、そ
の
概
要
を
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
資
金
収
支
計
算
書
に
お
い

て
、前
年
度
繰
越
支
払
資
金
を
加
え
た
資

金
収
入
合
計
は
、３
，１
７
１
，１
５
７
千
円
と

な
り
、予
算
よ
り
５
３
，２
７
５
千
円
上
回
り

ま
し
た
。こ
れ
は
、そ
の
他
の
収
入
、前
受
金

収
入
で
見
込
み
を
上
回
っ
た
た
め
で
す
。

　

資
金
支
出
は
、管
理
経
費
支
出
で
見
込

み
を
下
回
り
ま
し
た
が
、人
件
費
支
出
、教

育
研
究
経
費
支
出
、設
備
関
係
支
出
等
で

見
込
み
を
上
回
っ
た
た
め
、２
，９
１
８
，４
５

３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、翌
年
度
繰
越
支
払
資
金
は
２

５
２
，７
０
４
千
円
と
な
り
、予
算
よ
り
１
５
，

１
４
３
千
円
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
事
業
活
動
収
支
計
算
書
に

お
い
て
、事
業
活
動
収
入
合
計
よ
り
事
業
活

動
支
出
合
計
が
大
き
い
た
め
、基
本
金
組
入

前
当
年
度
収
支
差
額
は
、△
３
８
８
，８
０
７

千
円
と
な
り
、基
本
金
組
入
額
合
計
△
１
８

０
，３
６
９
千
円
を
加
え
た
当
年
度
収
支
差

額
は
△
５
６
９
，１
７
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

従
っ
て
、当
年
度
収
支
差
額
△
５
６
９
，１

７
６
千
円
に
、前
年
度
繰
越
収
支
差
額
△
９
，

７
０
０
，７
９
４
千
円
を
加
え
た
翌
年
度
繰

越
収
支
差
額
は
、△
１
０
，２
６
９
，９
７
０
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、貸
借
対
照
表
で
は
、資
産
に
関
し

て
は
、将
来
に
備
え
、教
育
、研
究
、施
設
等

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、安
全
で
有
利
な
運
用

に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、負
債
に
関
し
て
は
、退
職
給
与
引

当
金
の
計
上
、及
び
次
年
度
授
業
料
等
前

受
金
、期
末
未
払
金
等
以
外
に
は
、金
融
機

関
等
か
ら
の
借
入
金
も
な
く
、健
全
な
財
務

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
末
の
正
味
資
産
は
、前
年

度
比
３
８
８
，８
０
７
千
円
減
少
し
、５
，５
６

６
，３
８
１
千
円
と
な
って
お
り
ま
す
。

（単位：円）
科　　目 金　　額 備　　考

基本財産
　土地 181,861.30㎡
　建物 50,815.84㎡
　構築物 303点
　教育研究用機器備品 12,289点
　管理用機器備品 691点
　図書 160,486冊
　車両 4台
　水道施設利用権
　借地権
　電話加入権
　ソフトウェア 4件
運用財産
　現金･預金
　有価証券
　出資金
　保証金
　育英奨学基金引当特定資産
　同窓会奨学金引当特定資産
　未収入金
　前払金
　その他の資産
資産合計
固定負債
　退職給与引当金
　長期未払金
流動負債
　未払金
　前受金
　預り金
負債合計
差引正味財産

財産目録について、その主な内容をご報告いたします。
令和４年3月31日現在財産目録総括表5

資金収支計算書について、その主な内容をご報告いたします。
令和3年4月1日から令和4年3月31日まで資金収支計算書1

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異
学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
　国庫補助金収入
　地方公共団体（県）補助金収入
　地方公共団体（市）補助金収入
　地方公共団体（町）補助金収入
　福島県学術教育振興財団助成金収入
資産売却収入
付随事業･収益事業収入
受取利息･配当金収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部　合計 

（単位：円）

〔
収
入
の
部
〕

〔
資
産
の
部
〕

〔
負
債
の
部
〕

〔
純
資
産
の
部
〕

貸借対照表について、その主な内容をご報告いたします。
令和4年3月31日現在貸借対照表4 （単位：円）

科　　目 本年度末 増　　減
 固定資産 
　有形固定資産 
　　土地
　　建物
　　構築物他
特定資産
　郡山開成学園創立者関口 育英奨学基金引当特定資産
　同窓会奨学金引当特定資産
その他の固定資産 
　有価証券
　ソフトウエア他
 流動資産 
　　現金預金
　　未収入金他
資産の部合計 

前年度末

減価償却額の累計額の合計額参考

科　　目 本年度末 増　　減
 固定負債
　　長期未払金
　　退職給与引当金
 流動負債
　　前受金
　　預り金他　
 負債の部合計 

前年度末

科　　目 本年度末 増　　減
基本金
　　第１号基本金
　　第４号基本金
繰越収支差額
　　翌年度繰越収支差額
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

前年度末

1,276,972,000
16,864,000
10,270,000
822,794,000
549,302,000
263,471,000
6,788,000
1,800,000
1,433,000

200,100,000
87,666,000
24,288,000
139,763,000

0
312,446,000
229,305,222

△ 478,098,100
475,511,878
3,117,882,000

1,277,223,850
17,335,034
9,855,000

822,441,844
545,063,100
267,375,750
6,798,000
1,800,000
1,404,994

200,000,000
86,884,612
23,919,286
136,335,456

0
326,125,000
273,170,942

△ 477,645,678
475,511,878
3,171,157,224

△ 251,850
△ 471,034
415,000
352,156
4,238,900

△ 3,904,750
△ 10,000

0
28,006
100,000
781,388
368,714
3,427,544

0
△ 13,679,000
△ 43,865,720
△ 452,422

―
△ 53,275,224

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異

〔
支
出
の
部
〕

 人件費支出 
 教育研究経費支出 
 管理経費支出 
 借入金等利息支出 
 借入金等返済支出 
 施設関係支出 
 設備関係支出 
 資産運用支出 
 その他の支出 

 予備費 
  資金支出調整勘定　 
 翌年度繰越支払資金 
支出の部　合計

1,611,931,000
593,100,000
180,211,000

0
0

89,835,000
53,321,000
210,375,000
202,969,489

(　　　　　　0)
7,900,000

△ 69,320,800
237,560,311
3,117,882,000

1,618,218,895
604,574,826
175,133,199

0
0

90,085,034
58,355,066
209,994,254
204,923,689

△ 42,831,894
252,704,155
3,171,157,224

△ 6,287,895
△ 11,474,826
5,077,801

0
0

△ 250,034
△ 5,034,066

380,746
△ 1,954,200

7,900,000

△ 26,488,906
△ 15,143,844
△ 53,275,224

15,836,352,673
15,636,352,673
200,000,000

△10,269,970,880
△10,269,970,880
5,566,381,793
7,147,339,752

15,655,983,703
15,455,983,703
200,000,000

△ 9,700,794,365
△ 9,700,794,365
5,955,189,338
7,619,364,089

180,368,970
180,368,970

0
△ 569,176,515
△ 569,176,515
△ 388,807,545
△ 472,024,337

9,978,267,500 9,647,237,339 331,030,161

6,759,544,819
5,810,336,907
2,745,140,681
2,058,018,450
1,007,177,776
433,675,256
405,591,618
28,083,638
515,532,656
500,000,000
15,532,656
387,794,933
252,704,155
135,090,778
7,147,339,752

7,032,057,979
6,011,922,802
2,745,140,681
2,238,871,653
1,027,910,468
493,426,942
462,637,942
30,789,000
526,708,235
500,000,000
26,708,235
587,306,110
475,511,878
111,794,232
7,619,364,089

△ 272,513,160
△ 201,585,895

0
△ 180,853,203
△ 20,732,692
△ 59,751,686
△ 57,046,324
△ 2,705,362
△ 11,175,579

0
△ 11,175,579
△ 199,511,177
△ 222,807,723
23,296,546

△ 472,024,337

1,063,280,658
92,591,706
970,688,952
517,677,301
326,125,000
191,552,301
1,580,957,959

1,116,696,162
149,681,343
967,014,819
547,478,589
354,323,100
193,155,489
1,664,174,751

△ 53,415,504
△ 57,089,637
3,674,133

△ 29,801,288
△ 28,198,100
△ 1,603,188
△ 83,216,792

5,825,359,563
2,745,140,681
2,058,018,450
75,592,449
430,430,288
8,320,250

488,783,923
4,050,866

0
980,389
2,918,498
11,123,769

1,321,980,189
252,704,155
500,000,000
460,000
50,000

405,591,618
28,083,638
123,322,578
125,600

11,642,600
7,147,339,752
1,063,280,658
970,688,952
92,591,706
517,677,301
99,799,731
326,125,000
91,752,570

1,580,957,959
5,566,381,793

　減価償却累計額 7,685,727,678
　減価償却累計額 728,813,360
　減価償却累計額 1,426,035,025
　減価償却累計額 47,217,045

　減価償却累計額 20,147,103
　減価償却累計額 18,765,590

　減価償却累計額 51,561,699

　預入先　東邦銀行他４行 
　外国債券 
　郡山信用金庫他 

　退職金財団交付金他 

　立替金他 

　退職給与に係る見積債務額 

　令和4年度生入学金等 

事業活動収支計算書について、その主な内容をご報告いたします。
令和３年4月1日から令和４年3月31日まで事業活動収支計算書3

　 科　　目 予　　算 決　　算 差　　異
（単位：円）

〔
教
育
活
動
収
支
〕

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異

 学生生徒等納付金
 手数料
 寄付金
 経常費等補助金
　国庫補助金
　地方公共団体（県）補助金
　地方公共団体（市）補助金
　地方公共団体（町）補助金
　福島県学術教育振興財団助成金
 付随事業収入
 雑収入
 教育活動収入計
 人件費
 教育研究経費
 管理経費
 徴収不能額等
 教育活動支出計
教育活動収支差額

 資産売却差額
 その他の特別収入
特別収入計
 資産処分差額
 その他の特別支出
 特別支出計
特別収支差額

　基本金組入前当年度収支差額
　基本金組入額合計
　当年度収支差額
　前年度繰越収支差額
　翌年度繰越収支差額
　（参考）
　事業活動収入計
　事業活動支出計

〔
特
別
収
支
〕

事
業
活
動

収
入
の
部
事
業
活
動

支
出
の
部

100,000
61,085,000
61,185,000
1,100,000

0
1,100,000
60,085,000

(　　　 　　0)
1,000,000

△366,690,000
△145,969,000
△512,659,000
△9,615,680,878
△10,128,339,878

2,388,759,000
2,755,449,000

0
60,899,211
60,899,211
7,737,670
1,850,000
9,587,670
51,311,541

△388,807,545
△180,368,970
△569,176,515
△9,700,794,365
△10,269,970,880

2,384,031,393
2,772,838,938

100,000
185,789
285,789

△6,637,670
△1,850,000
△8,487,670
8,773,459

1,000,000

22,117,545
34,399,970
56,517,515
85,113,487
141,631,002

4,727,607
△17,389,938

1,276,972,000
16,864,000
13,362,000
764,522,000
492,188,000
262,489,000
6,612,000
1,800,000
1,433,000
87,666,000
143,900,000
2,303,286,000
1,622,187,000
945,746,000
185,416,000

0
2,753,349,000
△450,063,000

1,277,223,850
17,335,034
13,516,947
763,227,805
487,464,441
266,393,750
6,622,000
1,800,000
947,614

86,884,612
141,024,648
2,299,212,896
1,626,582,220
958,180,705
178,488,343

0
2,763,251,268
△464,038,372

△251,850
△471,034
△154,947
1,294,195
4,723,559
△3,904,750
△10,000

0
485,386
781,388
2,875,352
4,073,104
△4,395,220
△12,434,705
6,927,657

0
△9,902,268
13,975,372

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異
〔
教
育
活
動
外
収
支
〕

事
業
活
動

収
入
の
部
事
業
活
動

支
出
の
部

 受取利息･配当金
 その他の教育活動外収入
 教育活動外収入計
 借入金等利息
 その他の教育活動外支出
 教育活動外支出計
教育活動外収支差額
経常収支差額

24,288,000
0

24,288,000
0
0
0

24,288,000
△425,775,000

23,919,286
0

23,919,286
0
0
0

23,919,286
△440,119,086

368,714
0

368,714
0
0
0

368,714
14,344,086

〔予備費〕

活動区分資金収支計算書について、その主な内容をご報告いたします。
令和３年4月1日から令和４年3月31日まで

活動区分資金収支計算書2

科　　　目 金　　額科　　　目 金　　額
（単位：円）

〔
教
育
活
動
に
よ
る
資
金
収
支
〕

収
　
入

支
　
出

収
　
入

支
　
出

収
入

支
出

〔
施
設
整
備
等
活
動
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
資
金
収
支
〕

〔
そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
資
金
収
支
〕

 学生生徒等納付金収入
 手数料収入
 一般寄付金収入
 経常費等補助金収入
 付随事業収入
 雑収入
 教育活動資金収入計
 人件費支出
 教育研究経費支出
 管理経費支出
 教育活動資金支出計
　差引
　調整勘定等
教育活動資金収支差額

 有価証券売却収入
 郡山開成学園創立者関口育英奨学基金
 引当特定資産取崩収入
 同窓会奨学金引当特定資産取崩収入
 預り金受入収入
 立替金回収収入
　　　小　計
 受取利息･配当金収入
 その他の活動資金収入計
 有価証券購入支出
 郡山開成学園創立者関口育英奨学基金
 引当特定資産繰入支出
 同窓会奨学金引当特定資産繰入支出
 預り金支払支出 
 立替金支払支出
 郡山開成学園創立者関口育英奨学基金
引当特定資産売却差額支出

　　　小　計
 その他の活動資金支出計
 差引
 調整勘定等
 その他の活動資金収支差額
 支払資金の増減額
 （小計 + その他の活動資金収支差額）
 前年度繰越支払資金
 翌年度繰越支払資金

 施設設備補助金収入
 施設整備等活動資金収入計
 施設関係支出
 設備関係支出
 施設整備等活動資金支出計
 差引
 調整勘定等
 施設整備等活動資金収支差額
 小計（教育活動資金収支差額 + 
 施設整備等活動資金収支差額）

科　　　目 金　　額

科　　　目 金　　額

1,277,223,850
17,335,034
9,855,000

763,227,805
86,884,612
136,335,456
2,290,861,757
1,618,218,895
604,574,826
173,283,199
2,396,076,920
△ 105,215,163
△ 27,288,580
△ 132,503,743

59,214,039
59,214,039
90,085,034
58,355,066
148,440,100
△ 89,226,061
△ 81,873,428
△ 171,099,489

△ 303,603,232

200,000,000

67,040,000

2,705,940
91,752,570
10,036,270
371,534,780
23,919,286
395,454,066
200,000,000

9,993,676

578
91,171,703
11,642,600

1,850,000

314,658,557
314,658,557
80,795,509

0
80,795,509

△222,807,723

475,511,878
252,704,155



開成の杜（8）

　

こ
の
夏
、何
気
な
く
耳
に
し
た
C
M

の
言
葉
が
妙
に
印
象
に
残
っ
た
。そ
れ

は
、お
盆
で
帰
省
し
た
と
思
わ
れ
る
主

人
公
が
、亡
き
祖
父
へ
の
想
い
を
述
懐

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。「
子
ど
も
と
い
う

未
来
が
で
き
て
、気
づ
い
た
こ
と
だ
け

ど
、ぼ
く
、じ
い
さ
ん
の
未
来
だ
っ
た
ん

で
す
よ
ね
」「
あ
な
た
は
、ぼ
く
に
と
っ

て
の『
す
て
き
な
過
去
』で
し
た
」。観

た
の
が
丁
度
お
盆
の
時
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、気
が
つ
け
ば
、自
身
に
重
ね
て
思

い
に
耽
っ
て
い
た
。近
頃
は
ど
う
い
う
わ

け
か
、若
い
頃
ほ
ど
無
理
が
利
か
な
く

な
り
、齢
を
重
ね
る
と
い
う
こ
と
の
意

味
を
実
感
し
て
い
た
矢
先
だ
っ
た
た
め

か
、こ
の
言
葉
が
心
に
染
み
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
で
、わ
た
し
が
修
め
て
き
た

学
問
は
、過
去
か
ら
今
日
ま
で
先
人
た

ち
が
ど
の
よ
う
に
生
き
抜
い
て
き
た
の

か
、人
々
の
営
み
を
客
観
的
に
学
び
、

そ
の
教
訓
を
い
か
に
未
来
へ
紡
い
で
い

く
か
を
見
つ
め
る
も
の
だ
。む
ろ
ん
、偉

人
た
ち
だ
け
が
歴
史
の
主
役
で
は
な

い
。市
井
の
人
々
の
ご
く
あ
り
ふ
れ
た

〝
過
去
〞と〝
未
来
〞へ
の
想
い
に
よ
っ
て

歴
史
は
紡
が
れ
て
き
た
。改
め
て
多
く

の
人
々
と
の
か
か
わ
り
と
、惜
し
み
な

く
愛
を
注
い
で
も
らっ
た
わ
た
し
の「
す

て
き
な
過
去
」に
感
謝
し
つつ
、今
の
自

分
が
、果
た
し
て
誰
か
の「
す
て
き
な
過

去
」に
値
す
る
も
の
に
な
れ
る
か
、と
自

問
す
る
夏
で
あ
っ
た
。 

（
雅
）

ベンチ作りに励む参加者 東都大学野球の選手を演奏で歓迎

　

附
属
高
校
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
部
は
９
月
２
日
、

郡
山
駅
西
口
広
場
で
行

わ
れ
た
東
都
大
学
野
球

一
部
秋
季
リ
ー
グ
開
幕

戦
の
前
夜
祭
で
演
奏
を

披
露
し
た
。

　

福
島
県
を
元
気
づ
け

よ
う
と
同
３
日
〜
５
日

に
ヨ
ー
ク
開
成
山
球
場

な
ど
で
熱
戦
を
繰
り
広

げ
た
亜
細
亜
大
、日
本

大
、青
山
学
院
大
、国
学

院
大
、中
央
大
、駒
沢
大

の
選
手
た
ち
を
歓
迎
し
、

励
ま
す
思
い
で
登
場
。

「
会
津
磐
梯
山
」「
栄
光

の
架
橋
」な
ど
を
力
強

く
演
奏
し
た
。

　

学
友
会
の
ナ
チ
ュラ
ル
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
部
と
学
園
環
境
委
員
会
は
8

月
27
日
、郡
山
市
熱
海
町
石
筵
に

あ
る
総
合
教
育
園
で
、間
伐
材
を

利
用
し
た
ベン
チ
を
製
作
し
た
。

　

熱
海
グ
リ
ー
ン
産
業
の
皆
さ
ん
の

指
導
で
土
台
や
座
と
な
る
木
の
樹

皮
を
は
い
だ
り
、ボ
ル
ト
と
鎹（
か
す

が
い
）で
連
結
し
た
り
す
る
作
業
に

汗
を
流
し
た
。S
D
Gs
関
連
で
協

力
す
る
リ
コ
ー
ジ
ャ
パン
福
島
支
社
か

ら
の
手
伝
い
も
得
て
完
成
さ
せ
た
。

間
伐
材
使
い
ベ
ン
チ
製
作

　

短
期
大
学
部
地
域
創
成
学
科
の

ア
ー
ト
系
学
生
と
附
属
高
校
美
術

科
の
生
徒
は
今
夏
、郡
山
市
の
ビッグ

パレッ
ト
ふ
く
し
ま
で
開
か
れ
た「
バン

ク
シ
ーって
誰
？
」展
を
見
学
し
た
。

　

正
体
を
明
か
さ
ず
、世
界
中
の
大

都
市
や
紛
争
地
域
で
批
判
精
神
を
込

め
た
ス
ト
リ
ー
ト
･
ア
ー
ト
を
描
き
続

け
る
バン
ク
シ
ー
の
魅
力
に
触
れ
た
。

　

見
学
の
模
様
と
学
生
･
生
徒
の

イ
ン
タ
ビュー
は
福
島
中
央
テ
レ
ビ
の

番
組
で
放
送
さ
れ
た
。

「
バ
ン
ク
シ
ー
っ
て
誰
？
」展

　

短
期
大
学
部
幼
児
教
育
学
科
２

年
の
桑
島
好
加
さ
ん
は
、郡
山
市
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
第
58
代「
ミ
ス
う

ね
め
」に
選
ば
れ
た
。

　
８
月
の
郡
山
う
ね
め
ま
つ
り
に
他

の
５
人
の
ミ
ス
と
と
も
に
采
女
の
衣

裳
姿
で
初
登
場
。踊
り
流
し
に
参
加

す
る
な
ど
多
く
の
人
々
の
注
目
を

浴
び
た
。ま
つ
り
の
後
も「
ミ
ス
郡

山
」と
し
て
観
光
や
広
報
イ
ベン
ト
で

活
躍
す
る
。桑
島
さ
ん
は「
郡
山
の

魅
力
を
県
外
は
も
ち
ろ
ん
、郡
山
に

住
ん
で
い
る
方
に
も
気
づ
い
て
い
た

だ
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」と
張
り

切
って
い
る
。

ミ
ス
う
ね
め
に
桑
島
さ
ん

　

附
属
幼
稚
園
の
夏
ま
つ
り
は
７

月
に
催
さ
れ
た
。〝
屋
台
ごっ
こ
〞
で

は
工
作
を
し
た
色
と
り
ど
り
の
綿

菓
子
や
、お
い
し
そ
う
な
た
こ
焼
き
、

ジュー
ス
な
ど
が
並
ん
だ
。ど
れ
も
一

つ
ひ
と
つ
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
一
品

も
の
で
、小
さ
い
組
の
園
児
も
混

ざ
って
雰
囲
気
を
楽
し
ん
だ
。

附
属
幼
稚
園
で
夏
ま
つ
り

郡山女子大学
大学図書館

BO OK
第20回

学生さんからリクエストのあった本を
ご紹介します。

『「死」とは何か』

シェリー・
ケーガン著 ; 
柴田裕之訳，
文響社

請求記号
114.2||Ke

『15歳の
テロリスト』

松村涼哉著，
KADOKAWA

請求記号
913.6||Ma82

98

新しい本が
　 届きました。

バンクシー展を見学する学生ら

手作りの品が並ぶ屋台ごっこ ミスうねめの桑島さん

『津田梅子 : 
科学への道、
大学の夢』

古川安著，
東京大学出版会

請求記号
289.1||Tu

『図説
アーサー王物語』
アンドレア・
ホプキンズ著 ;
山本史郎訳，
原書房
請求記号
930.2||Ho

「MIZO」
地域創成学科2年　芳賀　凛花

絞り袋やスプレー、パステルなど、油絵具だ
けではなく様 な々画材を使用することで遊
び心がありながらも、人間関係における溝と
いうダークな部分を抽象的に表現しました。

　

短
期
大
学
部
地
域
創
成
学
科
の
学
生
２
人
が
第
76
回
福
島
県
総
合
美
術
展
覧
会
で
入

選
･
受
賞
し
ま
し
た
。青
少
年
美
術
奨
励
賞
･
福
島
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
と
入
選
の

２
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

青少年美術奨励賞
福島県教育委員会教育長賞入　選

「家路」
地域創成学科2年　佐藤　希美

帰り道の途中にある風景を描きました。特に
ここから見える夕焼けが好きで、刻一刻と
変化していく景色が印象的です。砂なども
使い、道路の表現にもこだわりました。

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
部
が
大
学
野
球

の
選
手
を
激
励


